
●
用
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切
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管
理
さ
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●
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●
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な
し
印
刷
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確定申告が始まります
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日
本
遺
産
を
通
じ
て

観
光
振
興
と

地
域
活
性
化
を

少
子
高
齢
化
や
若
者
の
定
住
意
向
の
低
下

に
よ
る
人
口
減
少
が
全
国
的
に
課
題
と
な
っ

て
お
り
、人
口
減
少
は
地
域
経
済
に
も
直
結

す
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、新
た
に
観
光
等
で
訪
れ
る
方
を
増

や
し
地
域
経
済
を
活
性
化
し
よ
う
と「
交
流

人
口
」と
い
う
言
葉
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
へ
の
取
り
組
み
は
、こ
う
し
た
人
口
減
少

問
題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
施
策
と
な
り
ま
す
。

い
ま
も
残
る『
忍
者
』の
足
跡

甲
賀
は
そ
の
昔
か
ら
伊
賀
と
と
も
に
忍
者

発
祥
の
地
と
し
て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
お

り
、大
名
に
仕
え
、敵
情
を
探
る
と
と
も
に
、戦

国
時
代
の
合
戦
の
陰
で
活
躍
し
た
姿
が
最
も

有
名
で
す
が
、現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
実
態
は
未
だ
多
く
の

謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

甲
賀
流
忍
者
の
里
と
な
る
甲
賀
市
は
古
く

か
ら
忍
者
の
修
験
の
行
場
で
あ
る
飯
道
山
や

岩
尾
山
、現
在
も
残
る
城
跡
な
ど
忍
者
が
実

際
に
暮
ら
し
た
痕
跡
が
今
も
残
り
、テ
レ
ビ

や
ア
ニ
メ
で
描
か
れ
た
忍
者
と
は
ま
た
違
っ
た

〝
リ
ア
ル
〟な
忍
者
を
体
全
体
で
体
験
で
き
る

全
国
で
も
数
少
な
い
地
域
で
す
。

同
じ
く
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
き
っ
と

恋
す
る
六
古
窯
‐
日
本
生
ま
れ
日
本
育
ち
の

や
き
も
の
の
産
地
」を
含
め
、宿
場
町
、神
社

仏
閣
な
ど
の
観
光
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
・
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、リ
ア
ル
忍

者
を
求
め
て
甲
賀
市
を
訪
れ
る
方
々
に『
本

物
の
忍
者
』を
知
り
、体
験
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
観
光
振
興
を
図
り
、地
域
の
活
性
化
へ
も

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▲

▲

忍者の修行場であったとされる地（左は岩尾山、右は飯道山にある飯道神社）

日
本
遺
産
×
観
光
×
地
域
活
性
化

�

～
観
光
施
策
の
可
能
性
～
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忍
者
発
祥
の
地
で
あ
る
甲
賀
市
と
三
重
県
伊
賀
市
は
、忍
者
を

通
じ
た
観
光
振
興
と
産
業
振
興
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
平
成
29
年

に
は『
忍
び
の
里
伊
賀
甲
賀
忍
者
協
議
会
』を
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
両
市
長
に
よ
る
忍
者
に
ゆ

か
り
が
あ
る
油
日
神
社
や
伊
賀
市
の
手て

力ぢ
か
ら

神
社
な
ど
の
文
化
財
施

設
の
現
地
視
察
、戦
国
時
代
に
活
躍
し
た
忍
者
の
役
割
な
ど
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。両
市
は
今

後
も
連
携
し
忍
者
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
全

国
に
忍
び
の
里
伊
賀
・
甲
賀
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

甲
賀
流
忍
者
と
伊
賀
流
忍
者
が
手
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
～
両
市
の
連
携
事
業
～

忍びの里伊賀甲賀� �
忍者協議会ホームページ
https://www.shinobinosato.com/

▲忍者ゆかりの地を巡るコースなどを紹介する� �
ホームページ

▲海外へもPR ▲東京での忍者百人衆のイベント

　
「
新
商
品
開
発
事
業
補
助
金
」の
助
成
を
受
け
、新
た
な
商

品
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。今
後
、市
内
で
の
販
売
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

忍
者
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー�

�

（
Ｒ
o
o
t
s 

竹
中
島 

道
代
）

～�

忍
者
を
新
し
い
形
で
発
信
、身
近
な
薬
草
の
良
さ
を�

�

再
発
見
～

ぽ
か
ぽ
か
の
術

　

冷
え
、代
謝
な
ど

ひ
と
や
す
み
の
術

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
、�

�

　

自
律
神
経
調
整

若
が
え
り
の
術

　

健
康
、�

�

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

地
域
資
源
を
活
用
し
新
商
品
開
発

�

～
新
た
な
形
で
甲
賀
を
Ｐ
Ｒ
～▲３つの術（味）で再現しています。
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２月は　　 『忍者月
間』ニン

　ニン
今
年
の
献
立
は
？ 

～
２
月
21
日
は「
忍
者
給
食
」～

　

毎
年
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
気
の「
忍
者
給
食
」。今
年

も
市
内
の
小
中
学
校
、園
に
登
場
し
ま
す
。

　

忍
者
給
食
は
子
ど
も
た
ち
に
甲
賀
市
は
忍
者
の
ま
ち
で

あ
る
こ
と
や
、将
来
に
わ
た
り〝
忍
者
の
ま
ち
甲
賀
〟に
愛
着

を
持
ち
続
け
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の
で
す
。

　

献
立
に
は
、名
物
料
理
と
な
っ
た「
甲
賀
流
忍
者
鍋
」を

は
じ
め
、兵
糧
丸
を
イ
メ
ー
ジ
し
た「
忍
者
丸
」、に
ん
じ
ゃ

え
も
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た「
忍
忍
コ

ロ
ッ
ケ
」な
ど
、独
創
的
な
料
理
の
数
々

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。は
た
し
て
今

年
は
ど
ん
な
献
立
に
な
る
の
か
、忍
者
の

日
の
給
食
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。

毎年２月を「忍者月間」として市内ではさまざまなイベントや
企画を予定しています。

▲忍者給食をみんなで「いただきます」

▲忍者衣装で執務する職員

▲忍者給食（昨年のもの）

　

今
年
も
忍
者
姿
に
変
身
し
た
職
員
が
登

場
し
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、〝
忍
者

の
ま
ち
甲
賀
〟を
市
外
に
も
発
信
で
き
る
手

段
の
ひ
と
つ
で
す
。さ

て
、今
年
の
忍
者
は
ど

こ
に
現
れ
る
の
か
!?

職
員
忍
者
現
る

～
忍
者
衣
装
に
ド
ロ
ン
！
～

市
内
に
潜
む
忍
者

～
こ
ん
な
と
こ
ろ
に�

�
�

忍
者
を
発
見
～

　

市
内
に
は
、い
た
る
と
こ
ろ
に
忍
者

が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
い
く
つ
見
つ
け
ら
れ
る
か

な
？
み
ん
な
で
珍
し
い
忍
者
を
発
見
す

る
の
も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

▲

忍
者
像
が
お
出
迎
え

▲飛び出し看板も忍者に変身！
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忍
者
図
書
あ
る
よ
！�

～
甲
賀
流
忍
者
は
知
識
か
ら
～

　

市
内
の
図
書
館
で
は
忍
者
に
関

連
し
た
本
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、甲
賀
忍
者
の
ル
ー
ツ

を
探
っ
て
み
よ
う
。

期
間

：
２
月
１
日（
土
）～
29
日（
土
）

※�

図
書
館
の
休
館
日
に
注
意�

�

し
て
ね
。

▲ぜひ忍者について勉強してみてね。� �
（写真はイメージ）

今年はどのような体験ができるのか？▲

▲

▲地元の消防団員が描いたと
いう防火水槽の�

�

ふた周りの手裏剣
▲壁に描かれた忍者が「餅」をついているよ。

知
の
術

技
の
術

甲
賀
流
忍
者
こ
こ
に
誕
生
！

『
出
前
講
座
』で
忍
者
を
学
ぶ

�
～
甲
賀
流
忍
者
こ
こ
に
あ
り
～

徳
川
家
康
の
天
下
取
り
を
影
で
支
え
た
の
は
甲
賀
流
忍
者
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
!?

忍
ぶ
ゆ
え
に
こ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
甲
賀
流
忍
者
の
真
の
姿
と
は
？

忍
者
を
研
究
す
る
甲
賀
忍
術
研
究
会
が
甲
賀
流
忍
者
活
躍
の
歴
史
を
語
り
ま
す
。

日
程

：

２
月
１
日（
土
）～
29
日（
土
）

時
間

：

30
分
～
60
分（
要
相
談
）

主
催

：

甲
賀
忍
術
研
究
会

講
座
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

甲賀市観光協会　
☎60-2690

問合せ・申込み

忍
者
体
験
教
室
あ
る
よ
！

�

～
き
み
は
甲
賀
流
忍
者
だ
～

甲
賀
忍
術
研
究
会
を
中
心
と
し
た
忍
者
隊

が
市
内
の
保
育
園
、幼
稚
園
に
登
場
し
甲
賀

流
忍
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

：

２
月
21
日（
金
）
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日本遺産きっと恋する六古窯
〜日本生まれ日本育ちのやきもの産地〜

甲
賀
市
の
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
遺
産
「
信

楽
焼
」。
六
古
窯
と
は
、愛
知
県
の『
常
滑
焼
』

と
『
瀬
戸
焼
』、
福
井
県
の
『
越
前
焼
』、
岡

山
県
の
『
備
前
焼
』、
兵
庫
県
の
『
丹
波
焼
』、

そ
し
て
『
信
楽
焼
』
の
６
つ
の
地
域
で
中
世

か
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
や
き
も
の
の
産

地
の
こ
と
で
す
。

六
古
窯
の
各
産
地
に
は
、
古
く
か
ら
そ
の

技
の
数
々
が
受
け
継
が
れ
、
今
も
そ
の
風
景

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
古
窯
分
布
地
図

　

信
楽
焼
の
産
地
・
甲
賀
市
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
の
舞
台

地
で
も
あ
り
、
登
り
窯
、
窯
元
散
策
路
、
陶

器
市
、火
ま
つ
り
、店
先
に
並
ぶ
た
ぬ
き
な
ど
、

訪
れ
る
方
に
〝
や
き
も
の
の
ま
ち
〟
を
体
験
・

体
感
し
て
も
ら
え
る
ま
ち
で
す
。

六
古
窯
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

『
や
き
も
の
の
ま
ち
』
を
Ｐ
Ｒ
し
、
六
古
窯

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
他
の

産
地
所
在
市
町
や
関
係
団
体
と
連
携
し
「
六

古
窯
日
本
遺
産
活
用
協
議
会
」
を
設
立
、

ま
た
観
光
に
訪
れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
文
化
財
の

紹
介
、
産
地
の
風
景
や
、
産
地
を
巡
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲六古窯を紹介するページ

協議会ホームページ
https://sixancientkilns.jp/
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　 日本遺産に対する理
解と関心を高めるこ
とを目的として、文化
庁及び日本遺産連
盟は、２月13日を「日
本遺産の日」とするこ
とに決定しました。

　「日本遺産」とは、地域の歴史的
魅力や特色を通じて日本の文化・
伝統を語るストーリーを「日本遺
産」として認定するもので、これま
で83件が認定されています。
　ストーリーを語る上で不可欠な
魅力ある有形・無形の文化財群を
整備・活用し、国内外に発信するこ
とにより、地域の活性化・観光振興
を図ることを目的としています。
甲賀市では、「忍びの里伊賀・甲賀
―リアル忍者を求めて―」と「きっと
恋する六古窯 ―日本生まれ日本育
ちのやきもの産地 ―」の二つのス
トーリーが日本遺産に認定されて
います。

なぜ２月になったの？
　日本遺産は、地域の活性化とし
て観光振興を推進することも主な
目的としていることから、ＧＷや夏
休みの旅行先の候補選びに宣伝
効果の高い時期である２月とし、
親しみやすさ、覚えやすさから「に
ほん（2）いさん（13）」とされました。

2.13は『日本遺産の日』
2　　　 1　  3

▲日本遺産認定式（平成29年4月28日）

甲
賀
市
が
よ
り
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新

た
な
取
り
組
み
も
重
要
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
引
き

継
が
れ
て
き
た
数
々
の
伝
統
や
文
化
な
ど
の
地
域

資
源
の
良
さ
を
見
直
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、
今
後
、
六
古
窯

サ
ミ
ッ
ト
、
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
、
全
国
植
樹
祭
と
、

こ
れ
か
ら
も
甲
賀
市
は
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
ま
す
。
今
あ
る
地
域
資

源
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
と
誇
り
が

も
て
る
、そ
ん
な
甲
賀
市
を
オ
ー
ル
甲
賀
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
あ
る
地
域
資
源
の
活
用
を
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協議会HP

協議会の活動やスカーレットに関する情報などは、
協議会ホームページのほか各種 SNSでも発信してい
ます。

観光企画推進課 ロケーション推進室　☎69-2198　Fax 63-4087問合せ

　「スカーレット」で甲賀を盛り上げる推進協議会
が開設している物産館「緋色の商店街」では、スカー
レット関連商品をはじめ、市内の特産品などの土
産物がそろいます。カフェメニューもありますの
でお気軽にお立ち寄りください。
場所　信楽町長野1159
営業時間　�平日　11時～16時※火水定休� �

土日祝10時～16時

お土産物が充実 物産館「緋
ひ

色
い ろ

の商店街」

▲

豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
の
店
内

ド
ラ
マ
の
あ
る�

�
甲
賀
市

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
る�

�

「
ス
カ
ー
レッ
ト
」

　

甲
賀
市
を
舞
台
と
し
た
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
」の
放
送
も
残
り
２
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
12
月
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
と
川か

わ

原は
ら

八は
ち

郎ろ
う

役
を
演
じ
る
松ま

つ

下し
た

洸こ
う

平へ
い

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
で
甲
賀
を
盛
り
上
げ
る
推
進
協
議

会
の
活
動
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

撮
影
秘
話
交
え
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
と
松
下
洸
平
さ
ん
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
12
月
14
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
６
０
０
人

の
皆
さ
ん
は
、
第
11
週
の
「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」
を
視
聴

し
た
後
、
松
下
さ
ん
の

撮
影
秘
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
」
で
甲
賀
を
盛

り
上
げ
る
推
進
協
議

会
に
よ
る
物
販
や
写

真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

川
原
八
郎
役
松
下
洸
平��

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー�

大
阪
こ
と
ば
の�

�

練
習
は
ど
の
よ�

�

う
に
さ
れ
た
の�

�

で
す
か
。

松
下
さ
ん:

八
郎
に
リ
ア
ル
に
近

づ
く
た
め
に
大
切
な
の
は
言
葉
だ

と
思
い
、関
西
の
芸
人
さ
ん
が
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
の
を
一
日
中
聞
き
続
け

ま
し
た
。
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や

音
は
聞
い
て
練
習
す
れ
ば
覚
え
ら

れ
ま
す
が
、
も
っ
と
大
切
な
の
は

ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
言
い
回
し
だ
と
思

う
ん
で
す
。
な
の
で
、
慣
れ
親
し

ん
だ
母
国
語
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
る

大
阪
こ
と
ば
を
練
習
し
ま
し
た
。

舞
台
地
で
あ
る
甲
賀
市
に
向

け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

松
下
さ
ん:

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
で
、

陶
芸
も
そ
う
で
す
し
、
甲
賀
市

全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
、
も
っ
と

も
っ
と
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
を
通
し
て
お
役
に
立
て
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、

僕
も
信
楽
が
大
好
き
な
の
で
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲トークショーに登場した松下洸平さん（中央）

◆読者プレゼント
松下洸平さん
サイン入り色紙２名様
（応募多数の場合は抽選）

応�募方法� �
①郵便番号②住所③氏名④年齢⑤電話番号
⑥あなたの周りでの「スカーレット」にまつわ
るエピソードを記入し、下記まで郵便はがき・
FAX・メールでご応募ください。� �
　いただいたエピソードの中から数点を本紙
３月号に掲載予定です。※氏名等を掲載しな
い場合は「匿名希望」と明記してください。

応募締切　２月20日（木）

応募先　�〒528-8502　水口町水口6053�  
甲賀市役所 秘書広報課 広報広聴係�  

「スカーレットプレゼント」係�  
☎69-2101　Fax 63-4619�  
 koka10040200@city.koka.lg.jp
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◦�肩から肘、� �
手先にかけての� �
表現は自然で、� �
より人体表現に
近い

こうか
トピッ

クス 2

歴史文化財課 普及活用係　
☎69-2252　Fax 69-2293

問合せ

歴史文化財課 調査管理係　
☎69-2250　Fax 69-2293

問合せ

銅
どう

造
ぞう

誕
たん

生
じょう

釈
しゃ

迦
か

仏
ぶつ

立
りゅう

像
ぞう

（阿
あ

弥
み

陀
だ

寺／甲賀町櫟野）
◦像高10.4cm��
◦銅製 ◦�いかにも幼児を思わせる

あどけない表情

◦�上半身は裸形
◦��比較的肉付きを� �
持たせた体躯� �
張りのある肩や胸

◦��下半身には裙
くん

� �
（スカート状の着衣）� �
をまとう
◦�衣の表現は、飛

あ す か

鳥・白
はく

鳳
ほう

時代の誕生仏が直線的で
あるのに対し、本像は曲
線を基調として、より柔
軟で複雑化し、さらに裙
の折り返しや打ち合わせ
にみられる自然な翻

ひるがえ

りの
表現も洗練されている

　これらの作風から本
像は８世紀頃の造像で
あることを示しており、
奈良時代における誕生
釈迦仏像の作例として
貴重です。

こうか
トピッ

クス 1

 [No.341] 2020.2.19

瀧た

樹ぎ

神
社
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り

（
甲
賀
町
岩
室 

土
山
町
前
野・徳
原
）

甲
賀
市
初

国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財

に
指
定

滋賀県の
有形文化財に指定

　

瀧
樹
神
社
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
を
含
む
「
近

江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
長な

ぎ

刀な
た

振ふ

り
」（
甲
賀
市
、

守
山
市
、
東
近
江
市
、
蒲
生
郡
竜
王
町
）が
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
初
め
て
の
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
へ
の
指
定
で
す
。

　

甲
賀
町
岩
室
、
土
山
町
前
野
・
徳
原
に

伝
わ
る
瀧
樹
神
社
の
ケ
ン
ケ
ト
踊
り
は
、
毎

年
5
月
3
日
の
春
祭
り
に
踊
ら
れ
る
民
俗

芸
能
で
す
。
子
ど
も
を
中
心
に
構
成
さ
れ

る
踊
り
子
に
は
、
棒ぼ

う

振ふ

り
や
小
太
鼓
な
ど

の
役
割
が
あ
り
、
神
社
や
地
域
の
各
所
で
、

は
や
し
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

　

踊
り
子
は
、
孔く

雀じ
ゃ
く

や
山や

ま

鳥ど
り

の
毛
を
あ
し

ら
っ
た
美
し
い
か
ぶ
り
物
に
、
紫
と
黄
色

の
鉢
巻
き
を
長
く
垂
ら
し
、
広ひ

ろ

袖そ
で

の
黒く

ろ

紋も
ん

付つ
き

に
帯
、
裁た

っ

着つ
け（

裁
付
）袴ば

か
ま

と
い
う
出い

で
立た

ち
で
、
観
客
た
ち
の
目
を
引
き
ま
す
。

　

ケ
ン
ケ
ト
踊
り
と
並
び
、
ハ
ナ
バ
イ（
花

奪
い
）も
、
こ
の
お
祭
り
の
特
色
で
す
。
神し

ん

幸こ
う

行
列
で
地
域
を
巡
り
、
瀧
樹
神
社
に
や
っ

て
来
た
ハ
ナ
ガ
サ
を
、
参
拝
者
が
倒
し

て
壊
し
、
赤
い
造
花
な
ど
の
飾
り
を
奪
い

合
い
ま
す
。
取
っ
た
花
を
家
に
持
ち
帰
り
、

神
棚
や
玄
関
な
ど
に
飾
っ
て
お
く
と
、
災

難
を
逃
れ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀧
樹
神
社
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
を
含
む
「
近

江
の
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
長
刀
振
り
」
は
、
中

世
後
期（
室
町
時
代
）の
祭
礼
芸
能
の
姿
を

　

甲
賀
町
櫟
野
の
阿
弥
陀
寺

が
所
有
す
る
銅
造
誕
生
釈
迦

仏
立
像
が
、
滋
賀
県
指
定
有

形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

　

阿
弥
陀
寺
は
、
木
造
阿
弥

陀
如
来
坐
像
（
国
指
定
）
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
仏
像

彫
刻
を
有
す
る
寺
院
で
す
。

今
回
指
定
さ
れ
た
誕
生
釈
迦

仏
は
、
毎
年
４
月
８
日
に
釈

迦
の
誕
生
を
祝
う
灌か

ん

仏ぶ
つ

会え

の

本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
、
右

手
を
あ
げ
て
天
を
指
し
、
左

手
で
地
を
指
し
て
「
天て

ん

上じ
ょ
う

天て
ん

下が

唯ゆ
い

我が

独ど
く

尊そ
ん

」
と
唱
え
た
誕

生
直
後
の
釈
迦
の
姿
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
誕
生
釈
迦

仏
は
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日

本
に
作
例
が
あ
り
、
像
高
5

～
20 

セ
ン
チ
ほ
ど
の
銅
像
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

古
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た

甲
賀
の
歴
史
文
化
を
物
語
る

貴
重
な
遺
産
と
し
て
、
保
護
・

活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
に
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
民
俗
芸
能
で

あ
り
、
ハ
ナ
バ
イ
な
ど
の
地
域
的
な
特
色

も
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
点
が
重
要
視
さ
れ
、
こ
の
度

の
文
化
財
指
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
長
年
に
わ
た
り
、
ケ
ン
ケ
ト
祭
り
を
伝

え
て
こ
ら
れ
た
地
域
の
方
々
の
尽
力
の
た

ま
も
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
が
あ
る
中
、
よ
り
良
い
継
承
の
あ

り
方
を
、
地
域
の
方
々
と
共
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

▲�瀧樹神社のケンケト祭り



こうか
トピッ

クス 3

こうか
トピッ

クス 5

こうか
トピッ

クス 4
宝くじ助成でまちづくり
～甲南町池田区～

油日小 文部科学大臣賞を受賞
全国学校・園庭ビオトープコンクール2019

スマートフォン決済アプリ
「ＰａｙＢ（ペイビー）」で簡単納付

　平成31年度コミュニティ助成事業（一般コミュニ
ティ助成）※ で、甲南町池田区が採択を受けられまし
た。地域活動の充実のため、次の備品を活用されます。
※�住民が行う区・自治会活動
の支援と宝くじの普及広報を
目的に、宝くじの収益金の
一部を財源として区・自治
会等に助成されるものです。

助成金額　190万円
カラー複合機１台、給紙テーブル１台、トナーキット１
式、メガホン３台、パウチラミネーター１台、ワイヤレ
スアンプ１台、マイクロホン１台、チューナーユニット�
１台、パソコン２台、ペーパーカッター１台、テント２張

　学校・園庭ビオトープに関する取り組みを評価する
「全国学校・園庭ビオトープコンクール」で、油日小学
校が上位５賞の文部科学大臣賞に選ばれました。
　同校は、校内のビオトープや薬草園を通じて、地
元の企業や高校、地域の団体の協力のもと、薬草栽
培や薬草を使った染物体験、毎年「滝区ササユリの
里づくり」委員会の方々からいただく、市の花「ササユ
リ」の栽培などの取り組みを行っています。
　こうした多様な団体・機関と連携しながら、市の地
場産業である「薬業」についての学習を広げる取り組
みなどが高く評価され、今回の受賞につながりました。

政策推進課 市民活動推進室　
☎69-2113　Fax 63-4554

問合せ

税務課 収納推進係　☎69-2130　Fax 63-4574
　　　 市民税係　　☎69-2128（軽自動車税納税証明書に関すること）

問合せ

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
」
は
納
付
書
に
印
刷

さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
で
読
み

取
る
こ
と
で
、
事
前
に
登
録
し
た

銀
行
口
座
か
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
簡
単
に
納
付
が
で
き
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
す
。

注
意
事
項

・
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

・�

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

１
枚
あ
た
り
の
合
計
金
額
が
30
万

円
を
超
え
て
い
る
納
付
書
、
バ
ー

コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
納

付
書
、
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

納
付
書
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
お
よ
び

利
用
に
か
か
る
パ
ケ
ッ
ト
代
等

の
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

利
用
方
法

❶

❸

利
用
で
き
る
税
金
・
料
金

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保
育

料
等
、
幼
稚
園
給
食
費
、
市
営
住

宅
使
用
料
、
市
営
住
宅
駐
車
場
使

用
料
、
住
宅
新
築
等
貸
付
金
、
改

良
住
宅
使
用
料
、
施
設
入
所
負
担

金
、
学
校
給
食
費
、
排
水
処
理
施

設
使
用
料
、
水
道
料
金
、
公
共
下

水
道
使
用
料
、
農
業
集
落
排
水

施
設
使
用
料

利
用
で
き
る
金
融
機
関

滋
賀
銀
行
、
関
西
み
ら
い
銀
行
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、り
そ
な
銀
行
、

イ
オ
ン
銀
行
他

４月１日
から

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
支
払
い

に
行
く
手
間
が
省
け
て
う
れ
し
い
！

▲アプリのダウン
ロードとその他の
利用可能な金融
機関の確認はこ
ちらから

アプリをダウンロード
（無料）

氏名、生年月日、お支払い
方法などを事前登録

バーコードをスキャンし
任意の暗証番号を入力

お支払い完了

❷

❹

▲ビオトープにすむ生物を観察する児童ら
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令和元年度 ワーク・ライフ・バランス推進事業
事業最終報告会およびイクボス宣言式
令和元年12月19日、令和元年度甲賀市ワーク・ライフ・バランス推進事業

の事業最終報告会およびイクボス宣言式を碧水ホールで開催しました。

商工労政課 女性活躍推進室　☎69-2189　Fax 63-4087問合せ

　令和元年12月19日現在、69

の市内企業・事業所・団体等

がイクボス宣言をし、働き方改

革やワーク・ライフ・バランス

の推進に積極的に取り組んで

います。今後も、市内のイクボ

スを増やし、働く人の幸せと、

事業所の発展につなげていき�

ます。

　イクボス推進ネットワーク成果報告

では、連続セミナー受講者を代表し

て、（福）信楽福祉会特別養護老人�

ホーム信楽荘より、イクボスとして

職場の課題解決のために実施した�

取組内容と成果発表をしていただきま�

した。

▲信楽荘による成果発表

　出前セミナー成果報告では、㈱コーガアイソトープより、ワー
ク・ライフ・バランスおよび働き方改革の取組内容について事
例発表をしていただきました。
　女子社員ネットワーク連続セミナー成果報告では、受講した㈱
ルピシア、大和リース㈱、京
都建物辻正㈱、甲賀協同ガス
㈱、甲賀バラス㈱の女子社員
がトークセッションにより、受講
して気づいたことや今後のキャ
リア継続の目標などをお話し
いただきました。

▲�

女
子
社
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク��

受
講
者
に
よ
る�

�

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

（株）コーガアイソトープの事例発表

▲

今年度新たにイクボス宣言をされた企業・事業所は次の19社です。（五十音順）

●(株）アークレイファクトリー
●(株）市原建機
●(株）コーガアイソトープ
●�(福）甲賀会　� �
特別養護老人ホーム甲賀荘

●甲賀バラス(株）
●甲陽興産(株）
●(株）駒月

●�リゾートトラストゴルフ事業(株）� �
ザ・カントリークラブ
●滋賀設備(株）
●白井松新薬(株）滋賀工場
●(株）積水化成品近江
●�(福）天地会　� �
特別養護老人ホーム兆生園

●(株）テクノミツボシ

●ニッポンロジパック(株）
●(株）平田自工
●ビルメン太陽社
●水口センチュリーホテル(株）
●(株）ルピシア 滋賀水口工場
●�(福）近江和順会　� �
特別養護老人ホーム � �
レーベンはとがひら
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市
で
は
、「
保
育
士
等
人
材
バ

ン
ク
」
の
登
録
者
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
・
小
学
校
教
諭
・
看
護
師
・

調
理
師
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
市

内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
等
で
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
く
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

登
録
の
流
れ

①
申
込
み
→
②
受
付
→
③
登
録

　

登
録
申
込
書
・
資
格
の
証
明

書
の
写
し
・
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す

の
で
登
録
を
希
望
さ
れ
る
ご
本
人

が
保
育
幼
稚
園
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

※��

詳
細
は
、
下
記
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
で

保
育
士
等

人
材
バ
ン
ク

に
登
録
を

保育幼稚園課 指導振興係　☎69-2181　Fax 69-2298問合せ

秘書広報課 広報広聴係　〒528-8502 水口町水口6053番地　
☎69-2101　Fax 63-4619　  koka10040200@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ

みんなでつくる『広報こうか』
～４月号から一部新紙面へ～

　皆さんからのご応募をお待ちしています。

ポイント
1

ポイント
2

ポイント
3

ポイント
1

ポイント
2

ポイント
3

ポイント
1

ポイント
2

ポイント
3

あなたの撮影した写真を表紙に

お子さんの１歳のお誕生日へのメッセージ

市民の皆さんからの投稿コーナー

　市内で撮影された写真に限ります。

応募方法　�住所、氏名、連絡先（日中でもつながる電話番号）、写真データ、撮影時のコ
メント（50字以内）をメールで下記まで

　市内のお子さんに限ります。
　応募多数の場合は、翌月以降に掲載する場合があります。（毎号最大５人まで）

応募方法　�お子さんの住所、氏名、保護者の連絡先（日中でもつながる電話番号）、お子
さんへのメッセージ（50文字以内）、お子さんの顔写真データを添えてメール
で下記まで

※いただいたメッセージは一部修正する場合があります。

　おすすめの市内スポットや甲賀市自慢、身の周りで起こった温かいエピソードなどなんで
も結構です。（写真も可）200字以内で掲載します。
　応募多数の場合は、翌月以降に掲載する場合があります。（毎号最大５人まで）

応募方法　�住所、氏名（ペンネーム可）、連絡先（日中でもつながる電話番号）、上記内
容の原稿や写真を添えて、郵送・メールで下記まで

※�いただいた原稿は一部修正する場合があります。また広報紙に不適切と判断する場合は掲載を控える
場合があります。

共通事項　�応募できる方：市民に限ります。

　　　　　　 締切：�随時受付しますが、掲載する月の前々月末までに到着したものとします。� �
（例：４月号への掲載→２月末日まで）

　　　　　　 ※いただいた個人情報は「広報こうか」掲載のためのみに使用させていただきます。
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令和元年 第４回甲賀市議会定例会
　第４回甲賀市議会定例会が11月28日から12月23日までの期間で開催されました。市が提案し、審議、同意、
可決された主な議案は次のとおりです。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
敬
称
略
）

　

教
育
委
員
会
委
員
お
よ
び
教
育
長
の
任

命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
（
教
育
長
職
務
代
理
者
）

再
任　

松ま
つ

山や
ま 

顕あ
き

子こ

任
期　

令
和
元
年
12
月
18
日
か
ら
４
年
間

委
員

新
任　

藤ふ
じ

田た 

浩こ
う

二じ

任
期　

�

令
和
元
年
12
月
23
日
か
ら�

�

令
和
２
年
12
月
17
日�

�

※
前
委
員
の
残
任
期
間　
　
　

教
育
長

再
任　

山や
ま

下し
た 

由よ
し

行ゆ
き

任
期　

令
和
２
年
１
月
27
日
か
ら
３
年
間

委
員
の
選
任（
敬
称
略
）

•�甲
賀
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

辻つ
じ

惠け
い

子こ　

髙た
か

橋は
し

靖や
す

展の
ぶ

久く

保ぼ

弘ひ
ろ
む

条
例
の
制
定

•�甲
賀
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

•�甲
賀
市
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

•�甲
賀
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
信
楽
伝
統
産
業
会
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
県
営
土
地
改
良
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
保
育
園
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

•�甲
賀
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
度
補
正
予
算

•�令
和
元
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

２
億
３
１
８
２
万
４
千
円

•�令
和
元
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

▲
２
８
８
０
万
９
千
円

そ
の
他

•�指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
き
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

•�市
道
路
線
の
認
定
に
つ
き
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

•�財
産
の
取
得
に
つ
き
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

•�契
約
の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

•�調
停
事
件
の
合
意
に
つ
き
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱・退
任
（
敬
称
略
）

　

１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
、
次
の
方
が
人
権
擁
護
委

員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令

和
４
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

再
任

福ふ
く

山や
ま 

芳よ
し

夫お

（
土
山
町
徳
原
）

田た

村む
ら 

誓せ
い

子こ

（
土
山
町
北
土
山
）

前ま
え

川か
わ 

志し

津づ

子こ

（
信
楽
町
牧
）

新
任

望も
ち

月づ
き 

卓た
か
し

（
水
口
町
高
塚
）

藤ふ
じ

田た 

真ま

澄す
み

（
信
楽
町
江
田
）

　

今
後
、
人
権
に
関
す
る
相
談
や
、
人

権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
に
関
わ
る
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

任
期
満
了
に
よ
り
令
和
元
年
12
月

31
日
付
け
で
次
の
方
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

退
任

西に
し

村む
ら 

泰や
す

雄お

（
水
口
町
新
城
）

今い
ま

井い 

百ゆ

合り

（
信
楽
町
長
野
）

総務課 総務統計係　☎69-2120　Fax 63-4086問合せ

教育総務課 総務企画係　
☎69-2239　Fax 69-2293

問合せ

人権推進課 人権政策係　☎69-2148　Fax 63-4554問合せ
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社会教育スポーツ課　
国体・全国障害者スポーツ大会
推進室
☎69-2253　Fax 69-2293

問合せ

皆さんのご意見を募集します （パブリック・コメント）

⑥�甲賀市文化のまちづくり計画
（２次計画）（案）
　市内の文化のまちづくりの推進について、文化芸術

活動の振興を図るとともに、文化芸術を資源として市

の魅力発信や地域振興をめざすための計画です。

③�第２期甲賀市子ども・子育て
応援団支援事業計画（案）

　安心して子どもを生み育てる環境が整備されたまち
の実現に向け、妊娠・出産期から切れ目のない子ども・
子育て支援方策の確保を総合的に行うことを目的とし
た計画です。

■意見の取り扱い　�いただいたご意見は、個人情報
を除き、回答とあわせて市ホーム
ページで公表します。なお、ご意
見を提出された方への個別の回答
はしません。

共生社会
ホストタウンに
登録されました

本市は平成30年4月、東京2020オリン

ピック・パラリンピックにおいてシンガポー

ル共和国のホストタウンに登録し、シンガ

ポール共和国のパラリンピック選手団の事前

合宿の受入をはじめ、文化、経済等の交流

を進めています。

これを契機に、障がいのある人も子どもも

高齢者も、全ての人が互いに理解・尊重し、

共に生き、共に支え合いながら安心して暮ら

せる共生社会の実現がさらに推進されるよう、

「共生社会ホストタウン」の申請をし、昨年

12月17日に登録されました。

共生社会ホストタウンの登録は、全国で

65件、県内では２件目です。

今後は、パラリンピアンとの交流をきっか

けに共生社会を実現するため、ユニバーサ

ルデザインのまちづくりや心のバリアフリー

の取り組みを進めていきます。●支給額　�小学校入学/5,000円　� �
中学校入学/10,000円

●支給日　3月31日(火)予定　　
※対象者への個別通知は行いません。
※詳しくは下記まで

子育て政策課 子育て政策係
☎69-2176　Fax 69-2298

問合せ

社会教育スポーツ課 文化係（あいこうか市民ホール内）
月曜休館
〒528-0005 水口町水口5633番地　
☎62-2626　Fax 62-2625　

 aikoka-hall@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ

子育て政策課 子育て政策係　〒528-8502 水口町水口6053番地
☎69-2176　Fax 69-2298　

 koka10291000@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ
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皆さんのご意見を募集します （パブリック・コメント）
①�第３次甲賀市一般廃棄物処理��
基本計画（案）

　長期的・総合的な視点で、計画的なごみ処理の推

進を図るための指針としての計画です。

⑤�甲賀市スポーツ� �
推進計画（案）

　市内のスポーツ推進について、広く人々がス
ポーツに関わる環境の整備を図るとともに、ス
ポーツを通して活気あふれるまちづくりをめざ
すための計画です。

②�甲賀市文化財保存活用� �
地域計画（案）

　本市に所在する文化財の保存と活用の取り

組みを推進するための計画です。

④�第３次甲賀市配偶者からの�
暴力の防止および被害者の�
保護等に関する基本計画（案）

　ＤＶが身近にある人権侵害であることを認識し、暴

力を許さない社会の実現をめざすための計画です。

■意見募集期間　2月1日（土）～3月1日（日）

■意見を提出できる方　�各計画に関し、意見等を提出する意思を有する個人および法人、その他の団体

■公表の方法　�各担当課、旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センターでの閲覧（開庁日の8
時30分～17時15分のみ可能）ならびに市ホームページ、あいコムこうかポータルシステムへの掲載

■意見の提出方法　�意見書（閲覧場所で取得可能）に記入のうえ、各担当課または閲覧場所へ持参・郵送・FAX・
メールで提出してください。

手続きを忘れずに ひとり親家庭等入学支度金
●支給対象　�2月1日現在、市内に引き続き1年以上お住まいの方（住民登録がある方）で、令和２年4月に

小学校、中学校に入学される児童を養育しているひとり親家庭、もしくは父母にかわってその児
童を養育している方� �
※所得制限はありません。

●申請期間　2月3日(月) ～28日(金)　※期間後の申請はできません。
●申請場所　�子育て政策課または旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民センター
※受付時間は8時30分～17時15分まで（土日・祝日は除く）

子育て政策課 家庭児童相談室　

〒528-8502 水口町水口6053番地

☎69-2177　Fax 69-2298　

 jidousoudan@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ

社会教育スポーツ課 スポーツ係　

〒528-8502 水口町水口6053番地

☎69-2249　Fax 69-2293　

 koka30104500@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ

歴史文化財課 調査管理係　
〒528-8502 水口町水口6053番地　
☎69-2250　Fax 69-2293　

 koka30109000@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ

生活環境課 廃棄物対策係　
〒528-8502 水口町水口6053番地　
☎69-2145　Fax 63-4582　

 koka10204000@city.koka.lg.jp

提出先・問合せ
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申告
不要

◦�

甲
賀
市
在
住
の
親
族
の
税
法
上

の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

住民税
申告

◦�

家
族
等
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い

◦�

甲
賀
市
以
外
の
市
区
町
村
に
居
住

す
る
方
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

住民税
申告

◦�

給
与
収
入
以
外
の
所
得
が
あ
り
、

そ
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

申告
不要

◦�

給
与
の
受
給
が
１
カ
所
で
、
年
末

調
整
を
受
け
て
い
る

申告
不要

◦�

収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
の
公
的

年
金
等
の
み
で
あ
る

住民税
申告

◦��

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０�

万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
あ
り
、

そ
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

確定
申告

◦��

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０�

万
円
を
超
え
、
他
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る

住民税
申告

◦�

所
得
金
額
よ
り
控
除
が
多
い
場
合

（
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
）

確定
申告

◦�

所
得
金
額
よ
り
控
除
が
少
な
い
場

合（
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
）

申告が必要かどうかチェック 簡易に判断する場合のフロー
チャートです。ご不明な点は税
務課までお問い合わせください。

令和２年１月１日に
在住の市区町村で
申告してください

確定申告は3月16日まで所得税
住民税 の

　所得税は、納税者が１年間の所得とその税額を計算して申告することとなっています。
　また、所得税の申告義務のない人や収入のない人でも、国民健康保険税の軽減や後期高齢者医療保険料の算
定、所得証明書等の交付などのため、住民税申告が必要となります。申告漏れとならないようご注意ください。

スタート 令和２年１月１日現在、甲賀市に在住

令和元年中（平成31年1月１日〜令和元年12月31日）にどんな収入がありましたか？

収入なし 主に年金収入 主に給与収入 事業所得（農業・営業など）、 
不動産所得、雑所得、 
一時所得、利子所得、 
配当所得等がある場合

はい

いいえ

申告
期間 2月17日月～3月16日月 （土日・祝日を除く）

確定
申告

◦�

給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る

◦�

給
与
収
入
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る

◦
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い

※年金収入、給与収入の内容に変更のある方は、確定申告または住民税申告が必要です。
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申告の持ち物をチェック

□ ①�「マイナンバーカード」または、� �
「通知カード等の番号確認書類＋� �
運転免許証等の身元確認書類」

□ ②印鑑（認印）
□ ③収入がわかる書類

• 給与や年金の源泉徴収票（原本）

• �営業、農業、不動産の所得がある方は収支内訳書��
※必ず事前に作成してください

• �上記以外の所得がある方は、その所得を証明
する書類

□ ④控除の証明書等
• �社会保険料の証明書（国民年金保険料、任意
継続の健康保険料）

• �生命保険や地震保険料の控除証明書

• �医療費控除の明細書� �
（医療を受けた人・病院別に記載し、合計額を記
入してください）  ※「医療費のお知らせ」でも可

• �セルフメディケーション税制の明細書� �
（この控除を受ける方は、通常の医療費控除
は受けられません）� �
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

• �その他、受けようとする控除の必要書類

□ ⑤�振替納税および還付が見込まれる場合は、
申告者本人の口座番号、金融機関名、� �
支店名がわかるもの、金融機関の届出印

□ ⑥�扶養控除等の判定のため、被扶養
者の所得のわかる書類

※�国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険
料の支払証明は、申告書に添付する必要はありません。

▼国民年金保険料を納付されている方
　◇国民年金保険料の控除証明書
　�　国民年金保険料は、社会保険料控除とし
てその年の所得から控除され、税額が軽減
されます。� �
　令和元年中に国民年金保険料を納付され
た方には、日本年金機構から「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が送付されます
ので、確定申告書の提出の際には必ずこの
証明書または領収証書を添付してください。�
　控除証明書に関する照会、再発行の依頼
は、下記まで

　

▼要介護認定を受けている方
　◇対象者は障害者控除の申告が可能
　令和元年12月31日現在、障害者手帳な
どの交付を受けていなくても、65歳以上
で、認知症や寝たきりなど心身の状況が、
一定の基準に該当する場合は、 申請によ
り「障害者控除対象者認定書」の交付を受
けると障害者控除の対象となります。

　◇おむつ使用証明書に代わる確認書の交付
　おむつ代の医療費控除を受けようとす
る方は、１年目は主治医の「おむつ使用証
明書」が必要ですが、２年目以降は、一定
の基準に該当する場合は、申請により「お
むつ代の医療費控除証明必要事項の確認
書」の交付を受けると使用証明書に代わり
医療費控除の対象となります。

　�　各申請は、旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターまたは
下記まで提出してください。

日本年金機構ねんきん加入者ダイヤル
☎0570-003-004
☎03－6630－2525（IP電話用）

問合せ

長寿福祉課 介護保険係
☎69-2165　Fax 63-4085

問合せ

インターネット申告（e-Tax）をご利用ください
　申告相談会場は、かなりの混雑が予想されます。国税庁のホームページから、インターネット申告をぜひ、
ご活用ください。
• �｢マイナンバーカード」を取得済で、「マイナンバーカード対応のスマートフォン」または、「パソコン」と� �
「ICカードリーダライタ」をお持ちの方は、e-Taxで確定申告ができます。
• �｢マイナンバーカード」「マイナンバーカード対応のスマートフォン」「ICカードリーダライタ」をお持ちで
ない方も税務署でID（利用者識別番号）とパスワードを発行してもらえば、スマートフォンやパソコンから
e-Taxで確定申告ができます。

インターネット申告の方法やID、パスワードの発行については右記まで
水口税務署
☎62-0314(自動音声により案内)

問合せ
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所得税の確定申告・住民税申告相談日をチェック
各地域に次の日程で相談日を設けましたので、申告会場をご利用ください。

受付時間　午前の部：８時30分～11時30分　午後の部：13時～16時
※�ただし、水口税務署の申告会場（水口社会福祉センター1階 福祉ホール東側）は、受付時間が9時～16時
になりますので、ご注意ください。

� 会場�
�
受付日　　　　

水口 土山 甲賀 甲南 信楽
水口社会福祉センター�
１階　福祉ホール（西側）

土山開発センター
２階　研修室２Ａ･２Ｂ

甲賀大原地域市民センター
２階　会議室

甲南公民館
１階　大会議室

信楽開発センター
１階　ホール

２月17日（月）

申告相談日

※�2/17(月) ～� �
2/20(木)は開催
していません。

申告相談日 ※�2/17(月) ～� �
2/26(水)は開催
していません。

※�2/17(月) ～
3/5(木)は開催� �
していません。

　　18日（火）
　　19日（水）
　　20日（木）
　　21日（金）

申告相談日

※�2/21(金) ～
3/16(月)は開催
していません。

　　25日（火）
　　26日（水）
　　27日（木） 申告相談日　　28日（金）

※�2/28(金) ～
3/16(月)は開催
していません。

３月２日（月） ※�3/2（月）は開催� �
していません。

　　３日（火）

申告相談日　　４日（水）
　　５日（木）
　　６日（金）

申告相談日

　　９日（月） ※�3/9(月)は開催� �
していません。

　　10日（火）

申告相談日　　11日（水）
　　12日（木）
　　13日（金）

　　16日（月） ※�3/16(月)は開催
していません。

○令和2年１月１日現在、甲賀市に住民登録のある方を受付します。	 	 	 	 	
○各会場では駐車場の台数が限られていますので、できるだけ公共交通機関等でご来場ください。

○�下記の申告については水口税務署の申告会場（水口社会福祉センター１階 福祉ホール東側）で申告してください。
   •譲渡所得（土地や株式を売ったときの所得）のある申告　•住宅借入金等特別控除を初めて受ける申告	
   •事業（農業･営業等）による合計収入金額が1,000万円以上の申告　•雑損控除を受ける申告� �
   • 青色申告、消費税の申告、平成30年分までの確定申告、死亡者の申告（準確定申告）　•その他複雑な内容の申告

◉還付申告会場のご案内
　�年金受給者、給与所得者※および住宅借入金等特別控除（令和
元年中に入居された方）を受けられる方を対象に、還付申告
会場を開設します。
※�収入が「給与のみ」・「年金のみ」・「給与と年金のみ」の方が対象
（他の所得がある方は、還付申告会場では対応していません。）
開設期間 会場 開設時間

2月12日（水）～
14日（金）

水口社会福祉センター
福祉ホール

９時30分～12時
13時～16時

※�お越しの際には、必要書類（源泉徴収票等）、本人確認書類、筆記用具、
印鑑等（昨年確定申告された方は申告書の控え）をご持参ください。

※�還付申告に関して、2月10日（月）までは水口税務署で受け付け
ていますので、事前予約の上、お越しください。

税理士による
確定申告相談

開催日　２月17日（月）・18日（火）
時　間　９時30分～16時
場　所　水口納税協会３階　会議室
定　員　事前予約制で各日先着10人
申込方法　電話で下記まで

〈住民税（市県民税）について〉  税務課 市民税係　☎69-2128　Fax 63-4574
〈所得税について〉  水口税務署　☎62-0314（自動音声により案内）

問合せ

永野税理士事務所 永
なが

野
の

隆
たか

幸
ゆき

（主催者 近畿税理士会水口支部）
☎88-3758

問合せ・申込み

無料
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滋賀県がん患者団体連絡協議会　https://www.cancer-patients.shiga.jp/
あけぼの会　http://www.akebono-net.org/　☎090-6201-1725
すこやか支援課 健康増進係　☎69-2168　Fax 63-4085

問合せ

がんと向き合う週間
がん経験者からのメッセージ

あけぼの滋賀 代表　
滋賀県がん患者団体連絡協議会 会長　菊

き く

井
い

津
つ

多
た

子
こ

「『
が
ん
』に
は
な
り
た
く
な
い
」
と
、
誰
も
が

思
い
ま
す
が
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る
と

言
わ
れ
る
昨
今
。
が
ん
治
療
は
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
歩
し
、
が
ん
は
早
期
に
発
見
・
診
断
し
、

治
療
す
れ
ば
治
る
時
代
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
難
し
い
が
ん

も
あ
る
の
が
現
実
で
す
。

こ
こ
で
ち
ょっ
と
自
己
紹
介

私
は
37
歳
で
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

が
ん
は
リ
ン
パ
に
も
転
移
し
て
進
ん
で
い
ま
し
た

（
ス
テ
ー
ジ
３
）。
乳
房
を
全
摘
し
、
抗
が
ん
剤
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
、
放
射
線
治
療
を
受
け
ま
し
た
。

当
時
、
子
供
は
３
歳
と
10
歳
。
人
生
こ
れ
か

ら
と
い
う
時
の
が
ん
は
辛
か
っ
た
で
す
。
治
療

は
順
調
で
し
た
が
、「
再
発
」
と
い
う
２
文
字

が
常
に
頭
の
片
隅
に
住
み
着
い
て
、
惨
め
で
不

安
な
日
々
で
し
た
。
や
っ
と
４
年
目
と
い
う
日

に
再
発
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
、
振
り
出
し

へ
。
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

う
け
ま
し
た
が
治
療
が

う
ま
く
い
き
、
あ
れ
か

ら
23
年
。
お
か
げ
で
元

気
に
し
て
い
ま
す
。

が
ん
対
策
・
支
援
は
進
ん
で
い
ま
す

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
、
が
ん
か
も
知
れ
な

い
と
い
う
不
安
を
抱
え
る
方
に
対
し
て
専
門
の

医
療
者
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
「
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
病
院
内
に
あ
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
。
県
内
で
が
ん
診
療
を
し
て
い
る
13

の
病
院
の
中
に
あ
り
、
そ
の
病
院
に
か
か
っ
て
い

な
く
て
も
、
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
を
経
験
し
た
人
や
そ
の
家
族
が

相
談
に
の
る
「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
」
は
、
が
ん

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
さ
ん
の
悩
み
や
不
安
等
、

何
で
も
相
談
で
き
て
、
受
け
止
め
て
く
れ
る
集

ま
り
で
す
。
滋
賀
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議

会
が
県
や
開
催
病
院
と
協
力
し
、
県
内
10
病
院

で
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
公
立
甲
賀
病
院

に
は
『
ゆ
か
い
（
愉
会
）
こ
う
が
』。
再
発
、転
移
、

ス
テ
ー
ジ
４
の
方
の
サ
ロ
ン
『
こ
こ
ろ
』（
県
立

総
合
病
院
：
旧
成
人
病
セ
ン
タ
ー
）。A

YA

世

代
（
15
～
40
歳
ま
で
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方
）

の
サ
ロ
ン
『F.M

.A
YA

』（
大
津
赤
十
字
病
院
）

等
、
状
況
別
の
サ
ロ
ン
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
で
の
声

●�

思
い
が
共
有
で
き
、
自
分

だ
け
で
は
な
い
と
思
え
た
。

●�

楽
し
く
気
持
ち
が
和
ら

い
だ
。

乳
が
ん
患
者
さ
ん
の
集

い
も
あ
り
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
会
（
乳
が
ん
患

者
会
）
は
乳
が
ん
患
者
さ
ん
の
集
ま
り
『
あ
け

ぼ
の
ハ
ウ
ス
』
を
月
１
回
、
県
内
の
病
院
、
淡

海
か
い
つ
ぶ
り
セ
ン
タ
ー
等
で
催
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
で
の
声

●�

40
歳
の
時
、
乳
が
ん
検
診
で
「
乳
が
ん
疑
い
」

で
ひ
っ
か
か
り
、
経
過
観
察
を
続
け
、
50
歳

の
時
に
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
。
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
お
か
げ
で
元
気
に
し
て
い
る
。

●�

市
の
検
診
で
乳
が
ん
が
見
つ
か
り
３
年
半
が

経
過
し
た
。
多
少
痛
い
思
い
を
し
て
も
、
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
受
け
、

小
さ
い
う
ち
に
早
く
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

ま
た
、
自
己
触
診
す
る
習

慣
が
あ
る
と
い
い
と
思
う
。

主
治
医
か
ら
患
者
会
を
勧

め
ら
れ
、
会
員
同
士
の
支

え
合
い
や
い
た
わ
り
が
う
れ
し
い
。
何
と
か
こ

の
病
気
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

●�

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
は
乳
房
の
手
触
り

が
以
前
と
は
少
し
だ
け
違
っ
て
い
た
。
普
段

か
ら
自
分
の
体
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。
何
と
な
く
い
つ
も
と
ど
こ
か
違

う
と
感
じ
た
ら
病
院
に
行
く
べ
き
。
自
分
の

直
感
も
な
か
な
か
の
も
の
だ
と
思
う
。

が
ん
は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
事

皆
さ
ん
は
「
が
ん
検
診
」
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

私
は
今
年
、
久
し
ぶ
り
に
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
た
。
女
性
が
ん
の
検
診
は
ち
ょ
っ

と
恥
ず
か
し
く
て
気
が
重
い
で
す
ね
。
が
ん
患

者
と
し
て
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
誰
よ
り
も

知
っ
て
い
る
の
に
、
な
か
な
か
受
診
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
際
は
思
い
込
ん
で
い
た
よ
り
恥
ず

か
し
く
な
く
、
配
慮
も
あ
り
、
結
果
は
問
題
な

し
。
大
き
な
安
心
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
れ
こ
れ
と
悩
ま
ず
「
案
内
が
来
た
ら
す
ぐ
受

診
」
と
い
う
行
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん
検
診
が
も
た
ら
し

て
く
れ
る
安
心
と
早
期
発
見
の
メ
リ
ッ
ト
を
手

に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
か
ら
命
を
守
る
に
は
、
自
ら
行
動
を
起

こ
し
て
く
だ
さ
い
。

▼

当時の写真

▼

がん患者サロンの様子
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安全・安心なまちづくりに向けて
令和２年　甲賀市消防出初式
　新春恒例の出初式が1月12日、あいこうか市民ホールで開催されました。

◉式典で感謝状・表彰状を受けられた主な方々 (敬称略）

▲�表彰を受けた児童

滋賀県消防協会　
甲賀広域支部２０１９こども防火せんりゅう
この日は、市内の小学６年

生を対象に募集した「夏休み
こども防火せんりゅう」の表彰
式が併せて行われ、応募828
点の中から優秀作品に選ばれ
た３人の児童に表彰状と記念
品が贈られました。

甲賀市長賞
　消しました　でも・かも・もしも　火の点検
　　　　　　雲井小学校 ６年　谷

たに

 心
み

悠
ゆう

 さん
甲賀市教育長賞
　消したかな　みんなで火の元　かくニンジャ（忍者）
　　　　　　伴谷小学校 ６年　池

いけ

本
もと

 有
あり

紗
さ

 さん
甲賀市消防団長賞
　ハッとして　火の確認し　ホッとする
　　　　　　小原小学校 ６年　村

むら

木
き

 日
ひ

向
な

子
こ

 さん

日本消防協会長表彰		
勤続章	 副団長　　増田 嘉彦　本団
	 方面隊長　大谷 真五　信楽
精績章	 分団長　　杉本 修一　信楽

滋賀県知事表彰　		
勤続功労章
	 方面隊長　田中 重哉　甲賀
	 副分団長　東　 義人　信楽
	 部長　　　髙原 啓之　信楽
	 団員　　　杉本 泰一　信楽
	 団員　　　宿谷 昇平　信楽
	 団員　　　市村 宜久　信楽

滋賀県消防協会長表彰		
功績章	 分団長　　京谷 陽一　水口
	 分団長　　川嶋 貴司　水口
	 分団長　　橋本 忠俊　土山
	 分団長　　木村 高志　甲南
	 分団長　　大治 繁樹　甲南
	 分団長　　大谷 宗司　信楽
	 分団長　　片木 隆友　信楽
	 副分団長　平尾 将之　信楽
勤功章	 分団長　　北山 智規　水口
	 分団長　　正木 佑治　甲賀
	 分団長　　北澤 貴之　甲賀
	 副分団長　北出 匡史　水口
	 副分団長　辻　 恭二　甲南
	 副分団長　上野 清史　信楽
	 部長　　　赤岡 政幸　土山
	 部長　　　安井 真徳　土山
	 部長　　　清水 　享　甲南
	 部長　　　林 耕一郎　甲南
	 部長　　　大木 浩行　甲南
	 部長　　　髙原 啓之　信楽
	 部長　　　奥田 明寛　信楽
	 部長　　　辻本 卓也　信楽
	 部長　　　大谷 哲也　信楽
	 部長　　　髙杭 宏基　信楽
	 班長　　　牛谷 健司　甲南
	 班長　　　中森 源人　信楽

20年勤続章	 ６人
10年勤続章	 51人
精励章（銅章）	51人
滋賀県消防協会甲賀広域支部長表彰
功績章　　　26人
５年勤続章　76人
市長表彰		
功労章	 方面隊長　田中 重哉　甲賀
	 副分団長　村木 俊文　土山
	 副分団長　辻本 　剛　信楽
	 副分団長　東 　義人　信楽
功績章	 38人
精勤章	 75人
技能章	 班長	 　　神山 洋平　信楽
	 団員	 　　三尾 昌賢　信楽
	 団員	 　　山本 　康　信楽
	 団員	 　　田尾 　晃　信楽
	 団員	 　　西島 洋介　信楽
	 団員	 　　谷 　陶択　信楽
	 団員	 　　森 　千祐　信楽
団長特別表彰		
	 班長	 　　神山 洋平　信楽
	 団員	 　　三尾 昌賢　信楽
	 団員	 　　山本 　康　信楽
	 団員	 　　田尾 　晃　信楽
	 団員	 　　西島 洋介　信楽
	 団員	 　　谷 　陶択　信楽
	 団員	 　　森 　千祐　信楽
	 班長	 　　西村 匡由　水口
	 団員	 　　徳野 宏幸　水口
	 団員	 　　辻 　喬平　水口
	 団員	 　　竹田 知裕　水口
	 団員	 　　橋本 真行　水口
	 団員	 　　吉川 邦彦　甲南
	 団員	 　　山本 将也　甲南
	 団員	 　　齊藤 弘毅　甲南
	 団員	 　　奥田 　学　甲南
	 団員	 　　相原 功志　甲南
	 団員	 　　田中 　徹　甲南

危機管理課 防災危機管理係　☎69-2103　Fax 63-4619問合せ

［優秀作品］

▲�消防車両等によるパレード
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▲�ブロッコリーのリースサラダ、� �食パンツリーピザを作る参加者

▲先生の丁寧な指導を受ける将棋教室の参加者 ▲�手作り餃子に挑戦

楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い 

夢
の
学
習

　

市
内
各
地
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
親
子
講
座
を
開
催
し
て
い
る

「
地
域
で
創
る
土
曜
日 

夢
の
学
習
」。
今
回
は
、
信
楽
教
室
の
開
催
内
容
や
夢
の
学
習
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■�
楽
し
か
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
キ
ン
グ

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
料
理
教
室
で
は
、
こ
の
時

期
限
定
の
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
、
専
門
の�

先
生
に
簡
単
に
作
れ
る
美
味
し
い
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ニ
ュ
ー
を
料
理
か
ら
ス
イ
ー
ツ
ま
で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

25
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
定
番
の
チ
キ
ン
に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
リ
ー
ス
サ

ラ
ダ
、
食
パ
ン
ツ
リ
ー
ピ
ザ
を
わ
い
わ
い
と
楽
し
く
作

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
で
作
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
・

ド
・
ノ
エ
ル
は
み
ん
な
で
思
い
思
い
に
生
ク
リ
ー
ム
を

塗
り
、
ア
ラ
ザ
ン
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
し
た
。

　

昼
食
と
思
え
な
い
く
ら

い
、
と
て
も
豪
華
な
ス
ペ

シ
ャ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
キ

ン
グ
と
な
り
、
参
加
者
全

員
満
腹
で
、
お
腹
も
心

も
幸
せ
な
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

■�

人
気
の
教
室
が
続
々
登
場

　

信
楽
教
室
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
、
植
物

と
触
れ
合
う
自
然
体
験
教
室
や
、
絵
手
紙
教
室
な
ど
、

信
楽
な
ら
で
は
の
内
容
や
、
最
近
で
は
中
華
料
理

の
手
作
り
餃
子
の
教
室
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、

ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

他
の
地
域
で
も
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
教
室

や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
教
室
、
先
生
に
一
対
一
で
詳
し
く

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
囲
碁
・
将
棋
教
室
な

ど
活
動
内
容
は
と
て
も
豊
富
で
充
実
し
て
い
ま
す
。

将
棋
教
室
は
信
楽
教
室
で
も
好
評
で
「
先
生
と
将

棋
対
決
出
来
て
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
勝

負
し
た
い
。」
と
参
加
者
の
う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
も

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■�

参
加
者
募
集
、
初
心
者
も
大
歓
迎

　

夢
の
学
習
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
無

料
で
気
楽
に
参
加
で
き
て
、「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
そ
の
一
瞬
の
思
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

が
楽
し
く
学
ぶ
た
め
の
工
夫
を
参
加
者
全
員
で
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
み
ん
な
の
出
会
い
の
場
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

の
場
、
一
緒
に
成
長
で
き
る
場
、
共
に
笑
顔
に
な
れ

る
場
所
作
り
、
ま
さ
に
多
世
代
の
共
生
社
会
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　

夢
の
学
習
は
ま
だ
ま
だ
参
加
者
を
大
募
集
し
て

い
ま
す
、
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　詳しい情報は夢の学習ホームページでご確認ください。
本紙26ページにも載っています。
http://www.yumegaku.net/index.html

▲�ブッシュ・ド・ノエルを� �生クリームでデコレーション
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特派員のページ

こう
か

まち
かど
特派
員

特派員のページ
神
こ う

山
や ま

 菊
じ ゅ

枚
め い



情報交流広場

となりまち かこい
伊賀市 甲賀市 亀山市

障がい者の社会参加の促進や共生社会の実現をめざ
し「つながるフェスタ」が12月14日、碧水ホールで開催
されました。
ボッチャやゲームを通して参加者同士の交流やス

テージ発表など楽しい企画が用意されました。また、日
赤奉仕団の炊き出し訓練のほか、水口町の安

あ

達
だち

優
ゆう

子
こ

さ
んから、手作りアクセサリーのプレゼントもありました。

「紫香楽宮 都あかり」が１月12日と13日、まるーむで
開催されました。
この催しは、745年に信楽の地に都が創られたことを

多くの方に知ってもらおうと、毎年行われており、５回
目となる今回、初めて室内で開催されました。
暗くした室内がイルミネーションや透光陶器の柔らか

な灯りで彩られ、幻想的な雰囲気の中、ステージでは、
楽器の演奏やダンスなどが披露されました。

甲賀市成人式が１月12日、あいこうか市民ホール
で開催され、830人の新成人が参加しました。
新成人を代表して、岩

いわ

崎
さき

希
の ぞ み

望さんと木
き

村
むら

亜
あ

美
み

さんが
「令和初の新成人として、令和という時代を明るく、
豊かなものにすることを誓います」と誓いの言葉を述べ
ました。

市内中学２年生21人が、1月10日から18日までの間、
市の姉妹都市である米国ミシガン州デウィット市、マー
シャル市、トラバースシティ市へ派遣されました。
生徒たちは、知っている英単語や身振り手振りを使い、

ミシガン州の中学生やホームステイ先の家族などと交
流し、学校や家庭で日本との違いを体験するなど、貴
重な時間を過ごしました。

誰もが暮らしやすい共生社会をめざして
～つながるフェスタ（障がい者のつどい）～

室内を幻想的な灯りが彩る
～出張版！紫香楽宮都あかり IN まるーむ～

明るく、豊かな時代を切り開く
～甲賀市成人式～

中学生がアメリカの生活を体験
～ミシガン州中学生国際交流事業～

▲ステージで劇を発表する出演者

▲天平衣装を身にまとい、よし笛を演奏する日本よし笛の会水口東教室「灯りの会」の皆さん

▲誓いの言葉を述べる岩崎さん（左）と木村さん（右）

▲アメリカの児童に折り紙を教える市中学生
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亀
山
市

伊
賀
市

情報交流広場

となりまち かこい
伊賀市 甲賀市 亀山市

であい
こうか

　今回は、10月の茨城国体、ライフル射撃競
技で優勝された田畑さんと山森さんにお話を伺
いました。田畑さんは2016年の岩手国体以来
３年ぶり、山森さんは初めての優勝です。

東
海
道
の
お
ひ
な
さ
ま 

亀
山
宿
・
関
宿

～
お
か
げ
さ
ま
で
10
周
年
記
念
～

〜�歴史ある街道で行われる春を呼ぶまつり〜
第15回初瀬街道まつり

　旧東海道亀山宿・関宿の街道沿いの公共施設や民
家・店舗など、約90カ所にひな人形が飾られます。
　２月15日（土）のオープニングセレモニーをはじめ、
亀山市で人気のマルシェ「かめまる」の開催、抽選
会に応募できる「東海道のおひなさま 手形スタンプラ
リー」など、期間中さまざまな催し物が行われます。
日 時
場 所

問 合 せ

２月15日（土）～３月７日（土）
（亀山宿）亀山市本町～布気町
駐車場：市民協働センターみらい

（関宿）亀山市関町木崎～関町新所
駐車場：関宿観光駐車場
東海道のおひなさま 亀山宿・関宿実行委員会

（亀山市観光協会内）
☎0595-97-8877

古くから大和と伊勢を結ぶ主要な街道であった初瀬
街道。その宿場町として栄えた阿保地域で、第15回初
瀬街道まつりが行われます。
地元の特産品や飲食物の販売のほか、阿保地区のお

いしい漬物No.1決定戦「阿保地区Ｔ-1グランプリ」など、
さまざまなイベントも行われます。ぜひお越しください。
日 時
場 所

問　合　せ

３月１日（日）10時～15時
青山支所周辺�  

（三重県伊賀市阿保地内の初瀬街道筋）
※�車でお越しの人は、青山北部公園グラ

ウンドを駐車場としてご利用ください。
第15回初瀬街道まつり実行委員会�
☎0595-52-2000

茨
城
国
体 

射
撃
競
技
で 

甲
賀
市
の
２
人
が
優
勝

今後の目標は？
田畑　生まれ育った滋賀県で2024年に開催さ
れる国スポ※に出場し、優勝することです。
※�2023年から国体は名称が「国スポ」に変わります。

山森　大学に進学して射撃を続けるので、安定
したプレーのできる選手になりたいです。精神面
も技術面もまだまだ実力が足りないので、自分
の弱い部分を１つ１つ改善していきたいです。

成年女子エアピストル・びわこ学院大３年

少年女子ビームピストル・水口高校３年

優勝したときの気持ちは？
田畑　大学進学後の２年間は思うように競技成
績が伸びず、３年ぶりの国体出場だったので、
まずは、予選を上位８位内で通過することを目
標にしていました。予選は思うような成績ではな
かったので、予選通過、さらには優勝できたこと
には自分でも驚きました。大会新記録だったこと
も、表彰式まで知らなかったので、それにも驚
きました。
山森　試合の大事な１発でもいつもどおりのプ
レーが出せるよう、「これを外したら予選敗退」
など、自分にプレッシャーを与えながら、常に

優勝を意識した練習をしてきました。それでも、
予選ではめざしていた点数よりかなり低く、結
果にショックを受けました。しかし決勝では、も
ちろん緊張はしていましたが、結果を意識しす
ぎず、開き直って楽しむことができました。優
勝したときは信じられず、周りの人にも本当か
確かめてしまいました。

▲�ビームピストルの練習をする� �
山森さん（水口高校射撃場）

茨城国体で表彰を受ける　
田畑さん（中央）

▲

田
た

畑
ば た

 実
み

菜
な

さん 大会新記録

山
や ま

森
も り

 月
つき

乃
の

さん （右）

（左）
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相談は無料ですので、
お気軽にお越しください。

＊印のある相談は市内在住の方のみが対象です。相
そ う

談
だ ん

コーナー
2月１5日～
3月１4日

相談内容／問合先 開催日 時間 場所／備考

人権なんでも相談＊ 3月2日（月）

13時30分～
16時

土山地域市民センター

人権擁護委員が相談に応じます。
※申込不要 
 大津地方法務局　甲賀支局総務係

☎ 62-1828／  62-1748

3月3日（火） 甲南公民館（忍の里プララ）
3月4日（水） 甲賀大原地域市民センター
3月12日（木） 水口社会福祉センター
3月13日（金） 信楽開発センター

法律相談＊  2月20日(木）

13時～16時 水口社会福祉センター定員/先着６人（１人30分）　※要予約（開催日の２週間前から9時～17時受付)
相談員/滋賀弁護士会所属の弁護士
  甲賀市社会福祉協議会　☎ 62-8085／  63-2021

 2月27日(木）

 3月5日(木）

結婚相談（婚活支援）
2月15日（土）

3月7日（土）
13時～16時 市役所　別館結婚相談員が相談に応じます。※申込不要

持ち物／顔・全身が写った写真１枚
 政策推進課 市民活動推進室  ☎ 69-2114／  63-4554

就労相談＊ ２月18日・25日、
３月３日・10日(火） 9時30分～

11時30分
および

13時30分～
15時30分

市役所　商工労政課

就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への取り次
ぎを行います。
※申込不要
 商工労政課　商工労政係　☎69-2188／  63-4087

２月19日(水） 甲南公民館（忍の里プララ）
２月26日(水） 信楽開発センター
３月４日(水） 土山地域市民センター
３月11日(水） 甲賀大原地域市民センター

毎週木曜日（祝日は除く）
※要予約（2日前まで）

13時30分～
15時30分

市役所　商工労政課または
地域市民センター

生活・仕事の相談（生活支援窓口）＊
毎週月～金曜日
（祝日を除く）

8時30分～
17時15分

市役所
生活支援課 生活支援窓口

生活の不安や仕事などの心配に関する相談に応じます。　
※申込不要　対応者／相談支援員、就労支援員
 生活支援課 生活支援係　☎ 69-2158／  63-4085

行政相談 ２月19日(水）

13時30分～
15時30分

信楽図書館

医療保険・年金・雇用・道路のことなどへの相談・意見など
を受け付けます。※申込不要
対応者／行政相談委員（総務省委嘱）
 滋賀行政監視行政相談センター　☎ 077-523-1100

２月21日(金） 甲南公民館
３月２日(月) 水口社会福祉センター
３月５日(木) 土山地域市民センター
３月12日(木) かふか生涯学習館（甲賀）

消費生活相談
毎週月～金曜日
（祝日を除く） 9時～17時

市役所　１階
消費生活センター

消費生活における契約や商品などに関する相談に応じます。
対応者／消費生活相談員
 消費生活センター ☎69-2147／消費者ホットライン ☎局番なしの188

年金相談
3月12日(木） 10時～15時

水口社会福祉センター
2階　中会議室

相談員/草津年金事務所職員　※要予約
  草津年金事務所　☎077-567-1383（予約専用）/
 077-562-9638（予約専用）

税務相談
３月４日(水）

13時30分～
16時30分      

（受付16時まで）

水口納税協会
3階　会議室

税理士が、税務相談に応じます。
定員/先着6人（1人30分）※要予約
  公益社団法人水口納税協会　☎62-1151／  63-0173

育ちと学びの相談＊

園や学校、市役所など
発達やこころの悩みなどの相談　※電話・FAXで相談の予約をしてください。
対象／おおむね4歳以上の幼児、小・中・高校生～青年期の方（25歳ごろまで）
※おおむね4歳までのお子さんの相談はすこやか支援課（☎69-2169）にお問い合わせください。
  発達支援課　☎ 69-2179／  69-2298　（受付時間  9時〜17時）

青少年悩みごと相談＊

不登校、いじめ、非行、不良行為、交友関係、就労・就学などの相談　※月曜日～
金曜日（祝日、年末年始を除く）の９時～16時、電話・Ｅメールでも相談に応じます。

 少年センター（水口中央公民館別館２階）
☎ 62-6010／  63-3977
Eメール：k-syonen@city.koka.lg.jp
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　試験実施にあたり、ご理解とご
協力をお願いします。▲
実施日時　2月19日（水）11時▲

対象地域　市内全域▲

内容
　・�放送　音声放送端末機と屋外

拡声器から「これはJアラート
のテストです」などの放送が最
大音量で流れます。

　　※�放送前後にチャイムがなり
ます。

　・�メール　あいこうか緊急メー
ルに登録された方で、災害情
報の配信を希望している方に、
試験内容のメールが届きます。
危機管理課 防災危機管理係�
☎69-2103� Fax 63-4619

問合せ

2月19日全国瞬時警報シ
ステム（Jアラート）の全国
一斉情報伝達試験を実施 お知らせ

▲

接種期間　3月31日（火）まで

▲

接種場所　市内の予防接種実施

医療機関（市ホームページまたは

健診カレンダー12ページを参照）

▲

対象　令和2年3月31日時点で、

65歳、70歳、75歳、80歳、

85歳、90歳、95歳、100歳以

上の方で、過去に一度も肺炎球

菌ワクチンを接種していない方

▲

費用　2,500円

※�対象者には、平成31年4月に個

別通知をしています。詳しくは、

通知内容をご確認いただくか、

下記まで連絡ください。

費用の免除申請
　生活保護世帯、市民税非課税

世帯、市民税免除世帯の方は、

予防接種料が免除になります。

接種日の2週間前までに、すこや

か支援課、保健センター、また

は最寄りの地域市民センターに

申請書を提出してください。

申請締切　2月28日（金）

すこやか支援課 母子保健係�

☎69-2169� Fax 63-4085
問合せ
申込み

高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種 お知らせ

広報の紙面づくりに参加しませんか
令和２年度 こうかまちかど特派員募集

　広報記者として、市内の素敵
なスポットやイベント、人と出会
えるチャンスです。▲

応募要件　市内在住の20歳以
上で、広報紙や地域情報など
に興味のある方、その他市の広
報活動に協力していただける方▲

募集人数　５人▲

任期　５月１日から１年間▲

活動内容　広報紙「まちかど特
派員のページ」の作成（年２回
程度）、特派員会議への出席（月

１回）など▲

応募締切　２月28日（金）▲

応募方法　住所、氏名、年齢、
電話番号を記入し、持参、郵
送、FAX、メールで下記まで

※詳細は市ホームページまで
秘書広報課 広報広聴係
〒528-8502
水口町水口6053番地�
☎69-2101� Fax 63-4619
 koka10040200@city.
koka.lg.jp

問合せ
申込み

募  集

　成人を対象とした心肺蘇生法、
AEDの使用方法などを学ぶ普通救
命講習Ⅰを開催します。▲

日時　３月７日（土）� �
９時～12時（受付８時30分～）▲

場所　甲賀広域行政組合水口消防署▲

定員　先着20人

普通救命講習Ⅰ 受講者募集
募  集

▲
対象　市内在住または在勤の方▲
申込方法　電話・直接下記まで▲

申込締切　２月28日（金）� �
（定員になり次第締切）
※参加費無料

甲賀広域行政組合水口消防署 救急係�
☎63-1119� Fax 63-7941

問合せ
申込み

　市では常時介護が必要な在宅
の重度障がいのある人に、その
障がいのために生じる負担を削減
し、福祉の増進を図るため、次の
手当を支給しています。
　いずれの手当も診断書などによる
認定が必要で、所得制限があります。
詳しくは下記まで
障害児福祉手当▲

対象　精神または身体に重度の
障害を有するため、日常生活に
おいて常時の介護を必要とする
状態にある在宅の20歳未満の人▲

支給額　14,790円（月額）
特別障害者手当▲

対象　精神または身体に著しく重
度の障害を有するため、日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とす
る状態にある在宅の20歳以上の人▲

支給額　27,200円（月額）
障がい福祉課 自立支援係�
☎69-2161� Fax 63-4085

問合せ

障害児福祉手当・
特別障害者手当制度 お知らせ

　令和２年度ごみカレンダーは、

区・自治会を通じて、２月中旬以

降に配布する予定です。

　また、下記や各地域市民セン

ター窓口でもお渡しするほか、市

ホームページにも掲載します。

　収集日程が変わる地域もあります

ので、日程の確認をお願いします。

生活環境課 廃棄物対策係�

☎69-2145� Fax 63-4582
問合せ

令和２年度
ごみカレンダー配布 お知らせ
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　子育て世代の皆さんの知りたい
情報を発信しています。おでかけ
情報やイベント情報は年齢別に検
索できます。LINE＠やメルマガも
配信中。

　登録していただいたメールアドレスに子育
て支援情報を週に１回程度配信しています。

kokaksdt@star7.jpに空メー
ルを送信。または、上記二次
元コードから。

子育て情報はこちらから
甲賀流！こうか子育て応援サイト
ここまあちねっと

ここまあちねっと
ホームページ
http://kokakosodate.jp

配信
登録

「甲賀子育て
応援メール」配信中!

ここまあち
ねっとＬＩＮＥ＠

　毎週火曜日は市役所市民課
で、戸籍・住民票・税証明な
どの証明書発行、印鑑登録等を
19時まで行っています。
※ただし、延長窓口ではお受けでき
ない業務がありますので、対応でき
る内容については下記までお問い合
わせください。

　マイナンバーカードで各種証
明書がコンビニで取得できま
す。（取得できる証明書は下記
までご確認ください。）

2月の延長窓口（毎週火曜日１９時まで)
4日、18日、25日です。

マイナちゃんからの
お知らせ

市民課�
☎69-2138�Fax 65-6338

問合せ

●固定資産税（４期）
●国民健康保険税（11期）
●利用者負担額（保育料、幼稚園・保育園給食費）
●介護保険料（11期）
●後期高齢者医療保険料
●水道料金

納期限は3月2日（月）です。

納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の
納税 

子育て政策課 子育て政策係�
☎69-2176� Fax 69-2298

問合せ

「広報こうか」が、ホームページ・フェイスブックでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ
甲賀市

甲賀市facebook
甲賀市

誰も排除されない地域社会をめざして

もっとゆたかに　〜人権保障のとりくみ〜

少年センター　☎62-6010　Fax 63-3977
人権推進課 人権教育室　☎69-2150　Fax 63-4554

問合せ

市は青少年の非行防止、健全育成および犯罪等の被害防止を目
的に、「少年センター」を設置しています。
少年センターでは、主に次のような活動をしています。
・青少年の不登校、交友関係、就労、就学等についての悩み相談・支援
・薬物乱用防止、誘拐防止、万引き防止等の教室
・子ども・若者の成長を見守る活動
・青少年の非行を未然に防ぐため、愛の声かけ等による街頭補導活動
　（少年補導委員や警察署とも連携）
・有害図書等の調査による環境浄化活動
青少年が成長する上で、話を聴き、思いを受けとめる大人の存在

は欠かせません。市では、一人ひとりが自分も周りも大切にできる地
域社会づくりをめざし、青少年を見守っています。

　公民館では次の講座・教室の受講生を募集します。	▲

受付時間　火曜日～土曜日（祝日除く）8時30分〜17時15分

講座・教室名 日　時 場所・申込み 対象・定員 受講料 募集期間

夜
よ

空
ぞら

旅
たび

人
と

（定期天体観望会）
「カノープスを見
つけよう！」長寿
星のおはなし
金星や月、オリ
オン大星雲もみ
られるかも

2月8日（土）
19時～21時

かふか
生涯学習館
（天体観測室）

対象）
どなたでも
定員）
先着20人

無料
2月7日(金)
17時まで

昔あそびやおり
がみで楽しもう

2月22日（土）
13時30分～
15時

土山中央
公民館

対象）市内
在住・在勤
・在学の方��
（小学生以上）
定員）先着
20人

無料
2月4日（火）
～19日（水）

土山中央公民館		  ☎・Fax 66-0158
かふか生涯学習館	 ☎88-4100　Fax 88-5055

日　時 対象 受講料 その他

夢の学習
毎週
土曜日
午前

市内在住の方
（会員登録必要）

無料

ニュースポーツや料理、囲碁・
将棋など他にも多くの講座があ
ります。詳しくはチラシやホー
ムページをご覧ください。

地域で創る土曜日 夢の学習（月、火曜日休）　� �
※参加申込が必要です　☎70-2349　Fax 70-3180

問合せ
申込み

問合せ
申込み

甲賀市公民館講座
募  集
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もの作りで認知症予防
～気軽に創作活動を体験してみま
せんか～▲

日時　３月11日（水）14時～15時▲

場所　みなくち診療所▲

定員　20人程度� �
（定員になり次第締切）▲

申込方法� 電話で下記まで（要予約）
※参加費無料

みなくち診療所�
☎62-3346� Fax 63-1728

問合せ
申込み

水口医療介護センター
「健康教室」 催　し

▲

日時　３月１日（日） � �
15時開演（14時20分開場）▲

会場　あいこうか市民ホール▲

入場料　� �
前売一般 1,300円� �
18歳以下または65歳以上� �
� 1,000円　 　�
（当日 各200円増）
※３歳から入場可▲

プログラム　オッフェンバック：
オペレッタ「天国と地獄」序曲、�
ラロ：スペイン交響曲、チャイコ
フスキー：交響曲第６番「悲愴」
あいこうか市民ホール（月曜休館）�
☎62-2626� Fax 62-2625

問合せ
申込み

びわこの風オーケストラ
定期演奏会 催　し

　外国人のための日本語教室で活
動する「日本語ボランティア」。日
本語で教える方法や、外国語とし
ての日本語を学びます。▲

日時　２月８日（土）、29日（土）、
３月７日（土）� �
午前の部10時～12時� �
午後の部13時30分～16時（全６回）▲

場所　市役所別館 203会議室▲

定員　30人▲

申込方法　電話・FAX・メール
で下記まで▲

受講料� 会員無料 ※当日入会可
※市や当会の日本語教室でボランティア
をされる方は必ず受講してください。
甲賀市国際交流協会事務局�
☎63-8728� Fax 70-6468
 mifa@mx.biwa.ne.jp

問合せ
申込み

日本語で日本語を教える
日本語ボランティア養成
講座2019 受講生募集 募  集

農業委員▲

定数　19人▲

任期　７月20日～令和５年７月19日▲

要件　農業に関する識見を有
し、農地利用の最適化推進、農
業委員会の所掌事項に関する職
務を適正に行うことができる方▲

主な業務　農地法その他の法令
に基づく申請案件等の審議およ
び現地調査、農業者への情報
提供、農業者年金の加入促進、
その他農地利用最適化推進委員
と連携する業務等▲

委員報酬　月額37,000円� �
月額報酬のほか、業務に応じて
加算措置があります。

農地利用最適化推進委員▲
定数　45人▲
任期　７月20日以降に農業委員会
が委嘱した日～令和５年７月19日▲

要件　担当区域内(募集要項参
照)における農地利用の最適化
推進に熱意と識見を有し、業務
を適切に行うことができる方▲

主な業務　農地法に基づく申請
案件の現地調査・意見、担当区

農業委員・農地利用最適化推進委員の募集
募  集

域内の遊休農地等の現地調査、
その他農業委員と連携する業務等▲

委員報酬　月額22,000円　� �
月額報酬のほか、業務に応じて
加算措置があります。

・・・・・・共通事項・・・・・・▲
募集期間　� �
２月４日（火）～３月２日（月）▲

資格要件（すべての要件を満た
すこと。）� �
①�任期の開始日において、満
20歳以上であること。

　②甲賀市の職員でないこと。
　③�農業委員会等に関する法律に

規定する欠格者でないこと。
　④�暴力団もしくは暴力団員または

これらと密接な関係がないこと。▲

推薦・応募の方法　募集要項お
よび申込書は下記に備え付けて
いるほか、市のホームページか
らもダウンロードできます。詳し
くは、募集要項をご覧ください。
農業振興課 農業振興係
☎69-2193� Fax 63-4592
農業委員会事務局 農政係
☎69-2262� Fax 63-4592

問合せ
申込み

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 採用後の処遇

自衛官
候補生
（任期制）

18歳以上� �
33歳未満� �

（令和２年４月
現在18歳にな
る者を含む）

2月26日� �
（水）まで

３月８日（日）、11日（水）�
いずれか１日

特別職国家公務員� �
任期制隊員コース
俸給　�月額133,500円��

（自衛官候補生）� �
月額169,900円��
（２士任官後）

予備
自衛官補
（一般公募）

18歳以上� �
34歳未満

4月10日� �
（金）まで

4月18日（土）～22日（水）
の指定する１日

非常勤の特別職
国家公務員
教育訓練召集手当
� 日額7,900円

予備
自衛官補
（技能公募）

18歳以上で
国家免許資格
等を有する者
（資格により年
齢の上限あり）

受験説明会
名　称 期　日 場　所 備　考

陸海空自衛隊
受験説明会

毎日
(土日祝は相談)

草津地域事務所
(草津市西渋川1－3－25)

時間内個別説明
(10時～18時)

自衛隊滋賀地方協力本部草津地域事務所　☎077-563-8205�
ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/shiga/

問合せ
申込み

自衛官の募集
募  集
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「広報こうか」が、ホームページ・フェイスブックでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ
甲賀市

甲賀市facebook
甲賀市

▲

日時　2月22日（土）� �
14時～16時30分▲

場所　まちづくり活動センター� �
「まるーむ」▲

内容　本人・家族による体験発表、
講演「お酒で悩んでいませんか」

　講師：水口病院医師 安
あん

東
どう

 毅
つよし

氏
※参加費無料・申込不要

滋賀県断酒同友会事務局�
☎・Fax 0748-72-3792

問合せ

普及啓発事業 市民公開
セミナー「あなたは、お酒
で悩んでいませんか」 催　し

▲

日時　２月16日（日）14時～15時▲

場所　みなくち子どもの森▲

対象　幼児から大人まで
※参加費無料・申込不要（定員15人)

みなくち子どもの森自然館�
☎63-6712� Fax 63-0466

問合せ

みなくち子どもの森
しぜんさんぽ 催　し

　公募した平面、工芸・立体、書、
写真の４部門の入賞・入選作品を
展示。会期中のウェルカムコンサー
トや作品講評会も参加無料です。▲
日時　２月29日（土）～３月８日（日）��
９時～17時� �
※８日（日）は16時まで� �
※２日（月）は休館

　ウェルカムコンサート� �
２月29日（土）14時30分～� �
あいこうか市民ホールホワイエ

　出演：�アカペラコーラスグループ
　　　　「B

ブ レ ス

LESS」
　作品講評会
　３月８日（日）14時10分～15時40分▲

場所　書、工芸・立体部門／� �
あいこうか市民ホール� �
平面、写真部門／碧水ホール

※入場無料
甲賀市美術展覧会実行委員会事務局
（あいこうか市民ホール内 月曜休館）�
☎62-2626� Fax 62-2625

問合せ

第１５回
甲賀市美術展覧会 催　し

　土山学区自治振興会が作成した
土山の歴史や名所の描かれた楽し
いかるたを展示しています。▲

日時　�２月28日（金）まで� �
※土日・祝日を除く▲

場所　土山地域市民センターロビー
土山地域市民センター�
☎66-1101� Fax 66-1564

問合せ

あいの土山
宿場かるた展 催　し

ひなかざりをつくってみよう
　壁にかけるひな飾りを作ります。▲

日時　２月28日（金）� �
10時30分～11時30分▲

定員　先着８組程度▲

持ち物　飲み物・タオル・シー
ルなどの飾り▲

申込締切　２月21日（金）
親子リズムあそび
　おうちの人や友だちと一緒に音に
合わせて体を動かして楽しみます。▲

日時　３月12日（木）� �
10時30分～11時30分▲

定員　10組程度▲

持ち物　飲み物・タオル親子分▲

申込締切　３月10日（火）
・・・・・・共通事項・・・・・・▲

対象　未就学児と保護者▲

場所　たけのこ児童館� �
（信楽・西教育集会所）▲

申込方法  直接・電話・FAXで下記まで
たけのこ児童館�
☎82-2361� Fax 82-3616

問合せ
申込み

たけのこ子育て広場
催　し

　外国につながる子どもたちが地
域の未来を担っていくために、現
状や課題を共有するとともに関係
者が果たす役割は何かについて考
える機会とします。▲

日時　２月23日(日・祝)� �
13時30分～16時▲

場所　市役所別館 101会議室▲

内容　事例発表、パネルディスカッ
ション他（講師・コーディネーター：
京都教育大学 教授 浜

はま

田
だ

麻
ま

里
り

氏）▲

定員　60人　※入場無料
甲賀市国際交流協会事務局�
☎63-8728� Fax 70-6468
 mifa@mx.biwa.ne.jp

問合せ
申込み

グローバルセミナー 2019
外国につながる子どもたちと
ともに拓く地域の未来 催　し

　パワー炸裂のジュニアダンス、
魅せる講師のヒップホップ・ジャズ
ダンスをたっぷりご堪能ください。▲

日時　２月23日（日・祝）� �
13時開演(12時30分開場)▲

場所　あいの土山文化ホール▲

出演者　つちやまジュニアダンス
スクール・Dance studio gato・�
伊藤由利子＆紅葉＆YUNA・Jin�
【司会】ALISA
※入場無料

あいの土山文化ホール（月曜休館）�
☎66-1602� Fax 66-1603

問合せ

Dance Recital 2020 
in AINOTUCHIYAMA 催　し
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　プラバン工作で、ブローチやキー

ホルダーを作ります。

▲

日時　２月19日（水）� �

10時30分～11時30分

▲

場所　かえで児童館� �

（甲南・かえで会館）

▲

対象　市内の未就園児と保護者

▲

服装　汚れてもよい服

▲

定員　先着８組

▲

申込方法　電話で下記まで

かえで会館�

☎86-4363� Fax 86-4958
問合せ
申込み

かえで子育て広場
『プラバン工作』 催　し

　「健康寿命を延ばそう！」を目的に健
康に関する体験を通して自分の体を知
ることができるイベントを開催します。▲

日時　2月18日(火)～21日(金)��
10時～17時▲

場所　平和堂アル・プラザ水口▲

内容　ストレスチェック� �
健康相談・リラクゼーション指導
すこやか支援課 健康増進係�
☎69-2168� Fax 63-4085

問合せ

健康ステーション
催　し

　偏光フィルムを使って美しい色
が現れるステンドグラスを作ります。▲
日時　２月16日（日）10時～12時▲
場所　くすり学習館▲
定員　親子20組（40人）▲
申込方法　直接・電話・FAXで下記ま
で。FAXの場合、住所、氏名（保護者・
お子様）、連絡先電話番号を明記▲

申込締切　２月12日（水）
※参加費無料

くすり学習館�
☎88-8110� Fax 70-3694

問合せ
申込み

親子ものつくり教室
第３回「偏

へ ん

光
こ う

ステンド
グラス」づくり 催　し

　なつかしのアナログレコードを
みんなで楽しみましょう。▲

日時　２月９日（日）10時～17時▲

場所　旧水口図書館� �
（水口小学校校門横）
※申込不要・参加費無料

稚
わか

木
ぎ

の会
かい

 森
もり

田
た

☎080-3111-7219
ホームページ 
http://kyutosyo.exblog.jp/
 m.kyutosyokan@gmail.com

問合せ

ヴォーリズ建築旧水口
図書館バレンタイン企画
レコードコンサート 催　し

▲

日時　２月８日（土）13時30分～
16時30分（開場13時）▲

場所　碧水ホール▲

内容　� �
基調講演� �
1. ｢甲賀の城の魅力」

　　 滋賀県立大学教授 中
なか

井
い

 均
ひとし

氏��
2. ｢戦国の城の魅力」

　　 城郭ライター 萩
はぎ

原
はら

 さちこ氏� �
パネルディスカッション

※参加費無料・申込不要▲

主催　水口ロータリークラブ
甲賀市観光協会�
☎60-2690� Fax 60-2362

問合せ

甲賀流戦国歴史講演
第４回 「甲賀流・戦国
の城を楽しむ」 催　し

　若者ならではのアイデアとSDGs
の視点を取り入れながら、市の魅
力を発信するため、立命館大学の
学生たちが１カ月間市内に定住し
活動した成果報告会を開催します。▲

日時　２月４日（火）� �
10時～11時30分� �
（受付９時30分～）▲

場所　まちづくり活動センター
「まるーむ」２階多目的室
※申込不要

詳細は
特設サイトまで

政策推進課 政策推進係�
☎69-2105� Fax 63-4554

問合せ

「ふるさとＳＤＧｓ～甲賀
でつながる３０日～」
成果報告会 催　し

　市の地場産業を学んでいる信楽

高校と甲南高校が連携して、高校

生が窯業や茶業、薬業に関する展

示や体験教室を行います。

▲
日時　２月16日（日）11時～15時

▲
場所　くすり学習館

▲

内容　� �

窯業
　（信楽高校・セラミク系列）
　茶業� �
（甲南高校・生物と環境系列）
　薬業� �
（甲南高校・バイオとかがく系列）

※申込不要・参加費無料

甲南高校・森
もり

田
た

�

☎86-4145� Fax 86-4983
問合せ

甲賀市地場産業
高校フェア 催　し
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「
田
村
さ
ん
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
雪
が
降

る
な
ぁ
。」「
田
村
さ
ん
も
済
ん
だ
し
、
そ
ろ

そ
ろ
春
や
な
ぁ
。」
地
域
の
人
た
ち
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
田
村
さ
ん
」
は
、
田
村
神

社
（
土
山
町
北
土
山
）
の
厄
除
大
祭
（
田

村
ま
つ
り
）
の
こ
と
で
、
冬
の
終
わ
り
と
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
行
事
と
し
て
、
地
域
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
２
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
に

わ
た
る
「
田
村
さ
ん
」
で
は
、
厄
除
け
の
ご

祈
祷
を
は
じ
め
と
し
て
、
境
内
を
流
れ
る

御み

た

ら

い

が

わ

手
洗
川
に
豆
を
流
す
こ
と
で
厄
を
落
と
す

「
厄や

く

豆ま
め

落お

と
し
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

祭
神
の
一ひ

と

柱は
し
ら

で
あ
る
坂さ

か
の

上う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

（
７
５
８
～
８
１
１
年
）
は
、
平
安
時
代
の

初
め
に
蝦え

み

し夷
と
の
戦
い
で
活
躍
し
、
功
績
を

残
し
た
人
物
で
、
謡
曲
や
『
太た

い

平へ
い

記き

』
に

登
場
す
る
鈴
鹿
峠
の
山
賊
退
治
の
伝
説
で

も
有
名
で
す
。

鈴
鹿
峠
は
、
急
峻
な
地
形
に
加
え
、
山

賊
の
横
行
も
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
古
く

か
ら
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も

と
も
と
田
村
神
社
は
そ
の
頂
上
に
あ
り
、
峠

越
え
の
安
全
を
祈
る
た
め
の
場
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
村
麻
呂
の
山
賊
退
治
は
史
実
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
危
険
な
峠
道
の

通
行
の
安
全
を
守
る
神
と
し
て
、
武

勲
の
ほ
ま
れ
高
い
彼
を
祀
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

江
戸
時
代
に
東
海
道
が
整
備
さ
れ

る
と
、
田
村
神
社
は
名
所
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
、
街
道
を
歩
く
多
く
の
人
々

が
、
道
中
の
安
全
を
祈
願
す
る
た
め

に
参
詣
し
ま
し
た
。

現
在
も
、
厄
除
け
や
交
通
安
全
の

神
社
と
し
て
、
人
々
の
あ
つ
い
信
仰

を
集
め
る
田
村
神
社
。
そ
の
背
景
に

は
、峠
や
街
道
を
行
く
人
々
を
見
守
っ

て
き
た
長
い
歴
史
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

▲

田
村
神
社
の
参
道

行事名 月日 曜日 時間 内容 場所

映画会
2月16日 日

11時～12時30分 ふるるえいがかい「おまえうまそうだな」
甲南図書交流館

14時～17時10分 ふるる日曜名画座「マダム・イン・ニューヨーク｣
2月23日 日・祝 14時～15時35分 日曜映画会「ハルをさがして」一般向け 甲賀図書情報館

対面朗読
2月21日 金

13時30分～15時30分 対面朗読　＊事前予約要 甲南図書交流館
3月  6日 金

ギャラリー

2月17日(月)まで 水口宿スケッチコンテスト作品展 水口図書館
2月19日（水）まで ふるさとスケッチ展

信楽図書館
2月23日(日) ～3月15日(日) 信楽町の貼り絵展

3月3日(火) ～17日(火) 第69回滋賀県統計グラフコンクール優秀作品展 水口図書館
コンサート 2月14日 金 19時30分～21時 ヴァイオリンとピアノによるバレンタインコンサート 信楽図書館

その他
2月16日 日 14時～16時 第11回ビブリオバトル in Koka 甲賀図書情報館
2月22日 土 10時30分～12時 女性のためのビジネス読書会 水口図書館

2月23日（日・祝）～29日（土） 蔵書点検のため休館 土山図書館

2月14日～3月14日の行事予定

であい 
ひろがる! みんなの図書館

◉水 口 図 書 館  ☎ 63-7400  Fax 63-4737
◉土 山 図 書 館  ☎ 66-1056  Fax    66-1067
◉甲賀図書情報館 ☎ 88-7246  Fax 88-7005
◉甲南図書交流館 ☎ 86-1504  Fax 86-1505
◉信 楽 図 書 館  ☎ 82-0320  Fax 82-3921

問合せ
申込み

10時～18時
※甲南図書交流館のみ金曜日は21時まで開館

開館
時間

木・金・第3水曜日
月・火・第4金曜日
木・金・第4水曜日
月・火・第4水曜日
月・火・第4木曜日

休館日
閉館日

図書館の詳細情報
は左記または甲賀市
図書館ホームページ
まで

歴史文化財課 普及活用係　☎69-2252　Fax 69-2293問合せ

季
節
を
告
げ
る
「
田
村
さ
ん
」

　 
～
田
村
神
社
の
厄や

く

除よ
け

大た
い

祭さ
い

～

甲
賀
の
文
化
財
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放送日 ２月１日～２月８日 ２月８日～２月15日 ２月15日～２月22日 ２月22日～２月29日

特 集
であいこうか

「田畑実菜さん
山森月乃さん」

特集
「日本遺産を通じて観光

振興と地域活性化を」

働くならやっぱり甲賀
「株式会社JAゆうハート」

日本遺産を巡る
「甲賀の前挽鋸」

エンディング 信楽にこにこ園
こぶたぐみ

信楽にこにこ園 
うさぎぐみ

信楽にこにこ園
らいおんぐみ

雲井保育園
ぞうぐみ

【1日8回放送】9時30分・13時・15時30分・17時・18時30分・
	 20時30分・22時・23時30分

【時間】17時30分〜18時（30分）（再放送19時30分〜20時）

市政情報や地域の催しなどを放映して
います。ぜひご覧ください。

※番組は、毎週土・水曜
日18時30分に更新して
います。都合により番組
内容を変更する場合が
あります。

※�きらめきこうか手話ダイ
ジェストを毎日19時から
放送しています。（１日・
16日更新）

行政情報番組「きらめきこうか」

小学生を対象にした学習情報番組を、あいコムこうか11チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく10分ずつまとめています。ぜひご覧ください。

学習情報番組「とびだせ ! わくわく学習室」
学校教育課 学務係 
☎ 69-2243　Fax 69-2293

〒528-8502 水口町水口6053番地
甲賀市役所 秘書広報課 広報広聴係
☎ 69-2101　Fax 63-4619

 koka10040200@city.koka.lg.jp

秘書広報課 広報広聴係 
☎ 69-2101　Fax 63-4619

問合せ

問合せ

応募先

子 ど も
ク イ ズ
広報こうかを
よ～く見てね

　２月２２日は何の日？次の①～③からえらんで
ね。（ヒント：4ページ）

1月号のこたえは　①駅伝　でした。

　答えがわかったら、郵便はがき・FAX・Eメールで①答え
②住所③氏名④学年⑤広報こうかの感想を書いて秘書広報
課まで送ってください。締切は、2月28日（金）です。正解者
の中から抽選でプレゼントをお送りします。お楽しみに。

もんだい

放送日 １月27日～２月２日 ２月３日～２月９日 ２月10日～２月16日 ２月17日～２月23日 ２月24日～３月２日

①
10分

４年生・理科④
自然のなかの水のすがた

５年生・国語④
敬語を適切につかおう！

６年生・国語④
季節を感じて

１年生・こくご④
ものの名まえ

４年生・算数①
角度

②
10分

６年生・社会③
水口宿と土山宿

１年生・さんすう④
ずをつかってかんがえよう

４年生・算数⑤
分数

５年生・算数⑤
角柱と円柱

高学年・生活
情報教育（携帯電話）

③
10分

５年生・英語④
私たちの卒業式

３年生・理科③
じしゃくにつけよう

５年生・社会③
私たちの生活と森林

６年生・英語④
Momotaro

６年生・算数⑤
拡大図と縮図

①日本遺産の日
②にんじゃえもんの日

③忍者の日

あいコムこうか光テレビ 番組ガイド ※ご視聴にはあいコムこうか光テレビ11チャンネル
の有料契約が必要となります。
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あい甲賀  いつもの暮らしに「しあわせ」を感じるまち

広報

本の中のどこかに

忍者のぼくが
かくれているよ。

探してみてね♪

1
月
号
は 裏
表
紙
に

か
く
れ
て
い
た
で
ご
ざ
る！

日本遺産を巡る
～リアル忍者を求めて～ 編

日本遺産を通じて
観光振興と地域活性化を

特 集
P2～7

抽選で
プレゼントが当たる
「子どもクイズ」は

31ページ

無料アプリ
「マチイロ」で
スマホから甲賀市の
情報をチェック!

ダウンロードは
コチラから

※一部通信費がかかります。

甲賀市をもっと
好きになるアプリ

▲

甲賀市の
お役立ち情報
が満載！

広
報

甲賀市

…… P９
…… P10
…… P15
…… P16～18

ケンケト祭り長刀振りが
甲賀市初となる国の重要無形民俗文化財に指定
市税等をスマートフォン決済アプリで納付開始
ご意見を募集します（甲賀市一般廃棄物処理基本計画（案）など）
確定申告が始まります

なぎ  なた   ふ

甲賀市役所　
〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
TEL.0748-65-0650　
FAX.0748-63-4086
業務時間
８時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

編集
発行

甲賀市ホームページ
甲賀市

甲賀市 facebook
甲賀市

社
員
か
ら
一
言

このコーナーでは、働き方改革に率先して取り組む市内
企業・事業所・団体のイクボスを紹介します。

働
はたら

くならやっぱり甲
こう

賀
か

今月のイクボス

職場で共に働く部下の仕
事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）を応援
しながら、組織の業績も
結果を出しつつ、自らも
仕事と私生活を充実させ
ている上司のことです。

イクボスとは?

甲賀市の情報は、ホームページ・フェイスブックでもご覧いただけます

株式会社JAゆうハート
代表取締役

商工労政課　女性活躍推進室　☎69-2189　Fax 63-4087問合せ

▲株式会社JAゆうハートの皆さん 山
や ま

田
だ

 嘉
か

一
い ち

郎
ろ う

さん
　

職
員
が
仕
事
と
生
活
を
と
も
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
の
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

宣
言
後
は
、
職
員
と
の
定
期
的
な
面
談

の
実
施
や
家
庭
生
活
へ
の
配
慮
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
職
員

と
の
さ
ら
な
る
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
行
事
や
子
ど
も
の
体
調
不

良
な
ど
に
際
し
て
は
、
職
員
が
相
互
に
理

解
・
協
力
し
合
え
る
職
場
風
土
の
醸
成
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
管
理
職
を
対
象
に
し
た
研

修
を
実
施
し
、
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
人
員
配
置
や

シ
フ
ト
調
整
な
ど
を
行
う
よ
う
、
管
理
職

の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
結

果
、
多
く
の
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
皆
さ

ま
か
ら
、「
Ｊ
Ａ
ゆ
う
ハ
ー
ト
の
職
員
さ
ん

は
、
い
つ
も
笑
顔
で
丁
寧
に
話
を
聞
い
て

く
れ
ま
す
」な
ど
の
声
を
お
聞
き
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時
間
外
勤

務
が
減
少
し
、
有
給
休
暇
の
取
得
率
向
上

を
実
現
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
職
員
の
豊
か
な
人
生
の
実
現

の
た
め
に
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

育
児
休
業
や
時
間
短
縮
勤
務
制
度
が
充
実

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
温
か
い
配
慮

に
よ
り
そ
れ
ら
の
制
度
を
気
兼
ね
な
く
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
職
場
復
帰
の
際
も
全
く
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

甲賀市の人口の推移
R1.12.31現在

●総数　 90,708(-79)人	 ●男　　 45,328(-49)人
●女　　 45,380(-30)人	 ●世帯数 36,024(-2)世帯  ※(　)内は前月比

このコーナーでは、日本遺産に
認定された「忍者」のストーリーを
構成する文化財を紹介します。

歴史文化財課 埋蔵文化財係　☎69-2251　Fax 69-2293問合せ

甲賀の前
まえ

挽
びき

鋸
のこ

（国指定重要有形民俗文化財）
　森林資源が豊富な甲賀では、早くから木に関わる技術が発達し、江戸
時代にはその道具である前挽鋸の製造も始まり、明治には全国に流通し
ました。甲賀で培われた技術は、忍術にも影響を与えたともされます。 甲南ふれあいの館

☎・Fax 86-7551

問合せ

甲南ふれあいの館
（甲南町葛木925）
　国の重要有形民俗文化
財に指定された「甲賀の前
挽鋸」コレクションのほか、
かつて使われていた農具
や生活用具を常設展示し
ています。
開館時間　�10時～17時
※月・火休館
※入場無料

旬の みどころ


